
北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容

１）対策の主な取組
Ⅰ．安全な避難行動のための取組

■水害リスクに関する情報提供等の充実

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎ 年度当初に連絡体制を確認 ◎ 年度当初に連絡体制を確認

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ 年度当初に連絡体制を確認した
年度当初に連絡体制を確認した

  東北地整（ダム統） 目標 ◎ 毎年度当初に確認
◎ 年度当初に連絡体制を確認

  東北地整（ダム統） 実績 ◎ 年度当初に連絡体制を確認した

気象台 目標 ◎ 毎年度当初に確認 ◎ 毎年度当初に確認する

気象台 実績 ◎ 年度当初に連絡体制を確認した ◎ 年度当初に連絡体制を確認した。

岩手県 目標 ◎ 年度当初に連絡体制を確認 ◎ 年度当初に連絡体制を確認

岩手県 実績 ◎ 年度当初に連絡体制を確認した

盛岡市 目標 ◎ 年度当初に体制の確認を行う。 ◎ 年度当初に体制の確認を行う。

盛岡市 実績 ◎ 年度当初に連絡体制を確認した

花巻市 目標 ◎ 毎年連絡先の確認 ◎ 毎年連絡先の確認

花巻市 実績 ◎ 毎年連絡先の確認

北上市 目標 ◎ 連絡体制を確認する。 ◎ 連絡体制を確認する。

北上市 実績 ◎ 連絡体制を確認した。

遠野市 目標 ◎ 年度当初に連絡体制を確認 ◎ 年度当初に連絡体制を確認

遠野市 実績 ◎ 連絡体制を確認

一関市 目標 ◎ 毎年度当初に確認 ◎ 毎年度当初に確認

一関市 実績 ◎ 年度当初に連絡体制を確認した。

八幡平市 目標 ◎ 毎年度当初に確認 ◎ 年度当初に確認する。

八幡平市 実績 ◎ 年度当初に確認した。

奥州市 目標 ◎ 年度当初に確認 ◎ 年度当初に確認

奥州市 実績 ◎ 年度当初に確認 ◎ 年度当初に確認

滝沢市 目標 ◎ 出水期前に確認 ◎ 出水期前に確認

滝沢市 実績 ◎ 出水期前に確認した

雫石町 目標 ◎ 年度当初に連絡体制を確認を実施 ◎ 年度当初に連絡体制を確認を実施

雫石町 実績 ◎ 年度当初に連絡体制を確認を実施した。

岩手町 目標 ◎ 年度当初に連絡体制を確認 ◎ 年度当初に連絡体制を確認

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 年度当初に連絡体制を確認する ◎ 年度当初に連絡体制を確認する

紫波町 実績 ◎ 年度当初に連絡体制を確認した

矢巾町 目標 ◎ 年度当初に連絡体制を確認 ◎ 年度当初に連絡体制の確認

矢巾町 実績 ◎ 年度当初に連絡体制を確認した。

西和賀町 目標 ◎ 毎年度当初に確認 ◎ 毎年度当初に確認

西和賀町 実績 ◎ 毎年度当初に確認

金ケ崎町 目標 ◎ 連絡体制の確認 ◎ 連絡体制の確認

金ケ崎町 実績 ◎ 連絡体制を確認した

平泉町 目標 ◎ 毎年度当初に確認 ◎ 毎年度当初に確認

平泉町 実績 ◎ 実施済み

 鉄道関係（JR東日本盛岡） 目標 ○ 連絡先に変更がないか、確認を順次実施する。 ◎ 継続して実施する。

 鉄道関係（JR東日本盛岡） 実績 ◎ 連絡先確認を進め、連絡体制の確保に繋げた。

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

岩手県 目標 ◎ 2河川（北上川水系なし） ◎ 2河川（北上川水系なし）

岩手県 実績 ◎ 2河川（北上川水系なし）

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ― 検討を予定する市町に対して支援を実施 ― 検討を予定する市町に対して支援を実施

  東北地整（岩手河国） 実績 ― 支援要請は無かった

岩手県 目標 ― ―

岩手県 実績 ―

盛岡市 目標 ― ―

盛岡市 実績

③広域避難を含む連携体制
の検討

②水位周知河川の指定拡大

①ホットライン連絡体制の構
築

水害危険性（水位周知河
川）の周知及び情報共有

・水害リスクと地域特性を踏
まえた当該市町の避難所だ
けで避難者を収容できるか
確認
･緊急的な避難場所の必要
性の検討
・広域避難を考慮した場合
は、隣接した市町等におけ
る避難場所、連絡体制等の
検討・調整

出水期前に迅速かつ的確な
防災体制が図られるよう、直
接、情報提供できる体制の
確認

毎年(出水期前)

・国及び県

・近隣市町村や協定自治体と連携体制の協議を行う。

・市町が広域避難を考慮した場合は協議会で共有。
･緊急的な避難場所の必要性の検討

毎年（出水期前）

毎年（出水期前）

毎年(出水期前)

毎年（出水期前）

毎年(出水期前)

毎年（出水期前）

毎年(出水期前)

令和７年度まで

・毎年確認

・毎年連絡先の確認

・年度当初に連絡体制を確認

毎年度当初

・関係機関、関係部署等との顔が見える信頼関係の構
築

毎年（出水期前）

毎年(出水期前)

毎年（出水期前）

毎年(出水期前)

毎年（出水期前）

毎年（出水期前）

毎年(出水期前)

毎年（出水期前）

毎年(出水期前)

毎年（出水期前）

毎年(出水期前)

平成29年度から
令和3年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

・毎年度当初に確認

・毎年確認を行う

・年度当初に連絡体制を確認

・毎年出水期前に実施する。

・毎年実施（出水期前）

・岩手河川国道事務所、盛岡地方気象台及び岩手県と
のホットライン体制の確認（出水期前）

・毎年度当初に確認

・出水期前に災害発生時のホットライン連絡体制の構
築を行う

・体制の確認

・6月下旬までに実施

・毎年実施（出水期前）

・毎年(出水期前)

・毎年（出水期前）

・毎年（出水期前）

・毎年連絡先の確認

・20河川（うち、北上川水系11河川）

・各市町村の状況を確認し、支援を行う。

関係機関

資料-3-2

備　　考
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

花巻市 目標 ○
・市内避難所の収容人数の確認
・隣接市町と広域避難について連絡体制等の検討・調整 ○

・市内避難所の収容人数の確認
・隣接市町と広域避難について連絡体制等の検討・調整

花巻市 実績 ○

・市内避難所の収容人数の確認
・隣接市町と広域避難について連絡体制等の検討・調整

北上市 目標 ― ―

北上市 実績 ―

遠野市 目標 ○ 広域避難を考慮し、連絡体制等について検討・調整 ◎ 広域避難を考慮し、連絡体制等について検討・調整

遠野市 実績

一関市 目標 ○ 隣接市町と広域避難についての協議を検討 ○ 隣接市町と広域避難についての協議を検討

一関市 実績 ○ 継続検討

八幡平市 目標 ― ―

八幡平市 実績 ―

奥州市 目標 ― ○ 収容可能人数の確認

奥州市 実績 ― 未実施

滝沢市 目標 ― 近隣市町との連絡体制について検討・調整 ― 近隣市町との連絡体制について検討・調整

滝沢市 実績 ―

雫石町 目標 ○
広域避難を考慮し、近隣市町との連絡体制等について
検討・調整する。 ○

近隣市町との連絡体制等について検討・調整する。

雫石町 実績 ― 検討する。

岩手町 目標 ○
盛岡市、八幡平市、葛巻町、一戸町と連携体制の協議を
行う。 ○ 盛岡市、八幡平市、葛巻町、一戸町と連携体制の協議を

行う。
岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 避難所の状況調査を実施する

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎ 町と指定避難所相互の連携・連絡体制の検証 ◎ 町と指定避難所相互の連携・連絡体制の検証

矢巾町 実績 ◎
災害時優先電話を活用し、町と指定避難所相互の連携・
連絡体制の検証を実施

西和賀町 目標 ― ―

西和賀町 実績 ―

金ケ崎町 目標 ― 今後検討する ― 広域避難については今後検討する

金ケ崎町 実績 ―

平泉町 目標 ○ 今後検討 ○ 今後検討

平泉町 実績 ― 今後検討

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

岩手県 目標 ◎
7河川（うち、北上川水系1河川）
令和５年度から令和７年度の指定計画の策定 ◎

70河川（うち、北上川水系53河川）

岩手県 実績 ◎
7河川（うち、北上川水系1河川）
令和５年度から令和７年度の指定計画の策定

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

岩手県 目標 ― ―

岩手県 実績 ―

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

盛岡市 目標 ◎
防災講座や市の公式ホームページ等を通じて実施する。

◎
防災講座や市の公式ホームページ等を通じて実施する。

盛岡市 実績 ◎
防災講座や市の公式ホームページ等を通じて実施した。

花巻市 目標 ◎
防災講座や市の公式ホームページ等を通じて，随時周
知。 ◎

防災講座や市の公式ホームページ等を通じて，随時周
知。

花巻市 実績 ◎
防災講座や市の公式ホームページ等を通じて，随時周
知。

北上市 目標 ◎

コミュニティFM等を活用した情報発信のほか、市民講座
など地域住民主体の学習会でも、継続的に防災関連情
報情報の提供に取り組み。

◎

市民講座など地域住民主体の学習会で防災関連情報の
提供を実施する。

北上市 実績 ◎
地域住民主体の学習会などで防災関連情報の提供を実
施した。

遠野市 目標 ◎ 防災講座や市ホームページ等で随時周知する。

遠野市 実績 ◎ 市ホームページに掲載済み

一関市 目標 ◎
防災マップを更新予定。新たに指定された浸水想定区域
を反映する。HPや市広報で住民周知する。 ◎

消防・防災セミナー等で周知し、住民の防災意識の向上
を図る。

一関市 実績 ◎ 防災マップを作製し、全戸配布済み。Web版でも公開

・町指定避難所（53箇所）ネットワークの構築
・広域避難を踏まえた盛岡市、紫波町との連携検討・
調整

④想定最大規模降雨による
水害リスク（浸水想定区域図
等）の作成・公表

⑥想定最大規模降雨による
ハザードマップや水害リスク
に関する情報の住民周知

⑤ダム下流部における想定
最大規模降雨による浸水想
定区域図の作成。

想定最大規模降雨によるダ
ム下流部の浸水想定区域
図を関係機関と調整し作成

想定最大規模降雨に対応し
たハザードマップの作成、
ホームページへの掲載他、
各戸配布など住民への周知

想定最大規模降雨による浸
水想定区域図、氾濫シミュ
レーション、家屋倒壊等氾濫
想定区域などの作成・公表。

・令和7年度までに実施

・隣接市町と広域避難について連絡体制等の検討・調
整

・今後検討

・水害が発生した場合に避難者を収容できるか確認を
行う。

・避難者を収容できるか確認

・広域避難を考慮し、近隣市町との連絡体制等につい
て検討・調整

・近隣市町村や協定自治体と連携体制の協議を行う。

・町内避難所の収容人数の確認
・広域避難を踏まえた盛岡市、矢巾町との連携調整

・今後検討

・隣接市等との連携について検討

・県：44河川（うち、北上川水系19河川）

・市内避難所の収容人数の確認
・隣接市町と広域避難について連絡体制等の検討・調
整

・想定最大規模降雨に対応したハザードマップは作成
済（平成30年度に全戸配布）
・防災講座や市の公式ホームページ等を通じて，随
時，実施。

・想定最大規模降雨に対応したハザードマップの作
成、ホームページ掲載、各戸配付

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

・防災講座や市の公式ホームページ等を通じて，随時
周知。

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

・４河川（うち、北上川水系３河川）

・令和元年度に更新した新ザードマップに関して、市広
報やホームページ、コミュニティFM等で情報発信する。

・H29年度に作成済み（HPへも掲載済み）、次期更新は
R4以降。なお、消防・防災セミナー等を通じた住民周知
は随時実施

令和７年度まで

令和７年度まで

令和３年度まで

随時

随時

随時

令和３年度まで

随時

国河川：平成28年済
県河川：平成29年度から令和３
年度

・今後検討
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

八幡平市 目標 ◎
R３年度に更新した防災マップを用いた学習会を実施す
る。 ◎

防災講座や市の公式ホームページ等を通じて実施する。

八幡平市 実績 ◎
R３年度に更新した防災マップを用いた学習会を実施し
た。

奥州市 目標 ◎ ◎ 転入者等へのハザードマップの配布、ホームページ公開

奥州市 実績 ◎ ハザードマップの更新、市民への配布。

滝沢市 目標 ◎ 想定最大規模降雨に対応したハザードマップの作成 ―

滝沢市 実績 ◎
想定最大規模降雨に対応したハザードマップの作成した

雫石町 目標 ◎
自主防災組織の防災講話及び学校の防災学習等にお
いて周知を図る。 ◎

防災マップを使用して防災講話及び学校の防災学習に
おいて周知を図る。

雫石町 実績 ◎
防災マップを使用し、自主防災組織等への防災講話によ
り、周知を行った。

岩手町 目標 ◎
令和5年度に新たな変更箇所等反映した防災マップを作
成予定。 ○

令和６年度に新たな変更箇所等反映した防災マップを作
成予定。

岩手町 実績

紫波町 目標 ○
適宜更新を行う

◎ 防災マップの配布

紫波町 実績 ○
防災マップの更新

矢巾町 目標 ◎
防災マップ（冊子版）の更新

◎
・更新した防災マップ（冊子版）の住民説明会を実施
・防災マップ（WEB版）の更新

矢巾町 実績 ◎
防災マップ（冊子版）の更新を実施

西和賀町 目標 ○
ハザードマップを活用した防災教育指導

○
ハザードマップを活用した防災教育指導

西和賀町 実績 ◎
ハザードマップを活用した防災教育指導

金ケ崎町 目標 ○
今年度更新作成し、その後配布予定

◎
転入者への配布する

金ケ崎町 実績 ◎ 更新し、配布した

平泉町 目標 ◎
継続して実施

◎ 継続して実施

平泉町 実績 ◎ 実施済み

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

盛岡市 目標 ◎
防災講座や市の公式ホームページ等を通じて、随時実
施。 ◎

防災講座や市の公式ホームページ等を通じて、随時実施。

盛岡市 実績 ◎
防災講座や市の公式ホームページ等を通じて、随時実
施した。

花巻市 目標 ◎
実績等の更新に合わせ過去の浸水区域をハザードマッ
プ及びホームページ掲載。 ◎

実績等の更新に合わせ過去の浸水区域をハザードマッ
プ及びホームページ掲載。

花巻市 実績 ◎
実績等の更新に合わせ過去の浸水区域をハザードマッ
プ及びホームページ掲載。

北上市 目標 ◎ ハザードマップを活用し、引き続き周知を図る。 ◎ ハザードマップを活用し、引き続き周知を図る。

北上市 実績 ◎
市民向けの研修会などでハザードマップを使用した講習
を行い周知を図った。

遠野市 目標 ◎ 防災講座や市ホームページ等で随時周知する。

遠野市 実績 ◎ 市ホームページに掲載済み

一関市 目標 ◎ 防災マップの更新に併せ、継続実施 ○ 次回防災マップ更新に向け、各種情報の収集

一関市 実績 ◎ 過去に実績のあった区域を防災マップに掲載

八幡平市 目標 ◎ R３年度に更新した防災マップをHPに掲載。 ◎ 防災マップをHPに掲載し、周知を図る。

八幡平市 実績 ◎ R３年度に更新した防災マップをHPに掲載した。

奥州市 目標 ◎ ◎ ハザードマップへ表示、ホームページ公開。

奥州市 実績 ◎ ハザードマップへ表示、ホームページ掲載。

岩手町 目標 ◎
今後も浸水区域を記録し、次回の防災マップに記載す
る。 ◎

今後も浸水区域を記録し、次回の防災マップに記載す
る。

岩手町 実績

紫波町 目標 ○
適宜更新を行う

○ ホームページの防災マップの更新

紫波町 実績 ○
防災マップの更新

矢巾町 目標 ◎

防災マップ（冊子版）の更新

◎

・更新した防災マップ（冊子版）の住民説明会により周知
・更新する防災マップ（WEB版）への記載

矢巾町 実績 ◎ 更新した防災マップ（冊子版）に記載

西和賀町 目標 ◎ ハザードマップに記載 ◎ ハザードマップに記載

西和賀町 実績 ◎ ハザードマップに記載

⑦洪水による浸水実績等の
住民周知

防災マップに記載、市町村
ホームページに掲載、洪水
痕跡の保全、市街地での洪
水に関する各種情報の表示
など

・ハザードマップ（冊子、WEB版）の更新（R4以降）
・内水ハザードマップの更新（R3以降）

・過去の浸水区域をハザードマップ及びホームページ
掲載

・ハザードマップ（冊子、WEB版）の更新（R4以降）
・内水ハザードマップの更新（R3以降）

随時

随時

令和７年度まで

随時

随時

随時

随時

令和３年度

随時

随時

随時

随時

随時

平成29年度実施済

随時

随時

随時

随時

随時

随時

令和３年度

・防災マップの更新

・自主防災組織や自治会等地域防災の中心となる団
体への出前講座により、ハザードマップの活用につい
て周知を図る。・自主防災組織や自治会等地域防災の
中心となる団体への出前講座により、ハザードマップ・想定最大規模降雨に対応したハザードマップの作成

・令和3年上半期までに配布及び周知を実施

・令和2年3月にハザードマップを作成して、全戸配布し
た。令和5年度に新しい情報等を網羅したハザードマッ
プに作成する。

・令和2年3月にハザードマップを作成して、全戸配布し
た。新たな情報がある場合はハザードマップに反映す
る。

・ハザードマップの更新

・継続実施

・継続して実施

・過去の浸水区域を新ハザードマップに掲載し、市民講
座等で周知を図る。

・実施防災マップ（HP含む。）に記載済み
なお、消防・防災セミナー等を通じた住民周知は随時
実施

・防災マップの全戸配布

・地域防災計画の資料編に過去の災害情報を掲載し
ており、ホームページでも公開している。

・防災講座や市の公式ホームページ等を通じて，随
時，実施。

・実績等の更新委合わせ過去の浸水区域をハザード
マップ及びホームページ掲載。

・過去の浸水区域をハザードマップ及びホームページ
掲載

・令和2年3月にハザードマップを作成して、全戸配布し
た。その中に過去の浸水地域を記載している。新たに
浸水地域が増えた場合は記載する

・ハザードマップに記載
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

金ケ崎町 目標 ○ ハザードマップに記載を検討 ― ハザートマップの更新時（R9予定）に検討

金ケ崎町 実績 ○
検討の結果、浸水想定区域ととした重複が多いことから
見送った

平泉町 目標 ◎
ホームページに掲載するとともに、学習会等を通じて周
知 ◎ ホームページに掲載するとともに、学習会等を通じて周知

平泉町 実績 ◎ ホームページ、ハザードマップに記載

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎ 設置を予定する市町に対して技術支援を実施 ◎ 設置を予定する市町に対して技術支援を実施

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ 幹事会で事例を紹介

岩手県 目標 ◎
活用事例や設置例を共有
設置を予定する市町に対して技術支援を実施 ◎

活用事例や設置例を共有
設置を予定する市町に対して技術支援を実施

岩手県 実績 ◎ 防災安全交付金の活用事例を周知

盛岡市 目標 ◎
避難場所標識の更新を進めつつ、有効性や設置箇所の
検討を行う。 ◎

避難場所標識の更新を進めつつ、有効性や設置箇所の検討を行う。

盛岡市 実績 ◎ 適宜更新を行った。

花巻市 目標 ○ 実施効果及び対象地区の検討 ○ 実施効果及び対象地区の検討

花巻市 実績 ○ 実施効果及び対象地区の検討

北上市 目標 ― ―

北上市 実績 ―

遠野市 目標 ― 実施を検討 ―

遠野市 実績 ―

一関市 目標 ○ 設置位置情報の共有を継続 ○ 設置位置情報の共有を継続

一関市 実績 ○ 継続検討

八幡平市 目標 ― ―

八幡平市 実績 ―

奥州市 目標 ○ ◎ 地域防災計画へ記載、ホームページ公開。

奥州市 実績 ◎ 地域防災計画へ記載。

滝沢市 目標 ―
「まるごとまちごとハザードマップ」に関する実施内容の
検討

―
「まるごとまちごとハザードマップ」に関する実施内容の検討

滝沢市 実績 ―

雫石町 目標 ○
今後、雫石川の洪水予想地域に対する水位表示看板の
設置を検討 ―

雫石川の洪水予想地域に対する水位表示看板の設置を
検討

雫石町 実績 ― 検討中

岩手町 目標 ○ 防災マップに過去に浸水した箇所を記載している。 ○ 防災マップに過去に浸水した箇所を記載している。

岩手町 実績

紫波町 目標 ○ 適宜更新を行う

紫波町 実績 ◎ 防災マップに過去に浸水した箇所を記載した。

矢巾町 目標 ◎ 浸水深標識の継続実施 ◎ 避難誘導標識（浸水深標識）を継続実施

矢巾町 実績 ◎ 避難誘導標識（浸水深標識）を継続実施

西和賀町 目標 ― ―

西和賀町 実績 ―

金ケ崎町 目標 ― 今後検討する ― 情報収集のうえ今後検討する

金ケ崎町 実績 ―

平泉町 目標 ○ 今後検討 ○ 今後検討

平泉町 実績 ― 今後検討

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎ 川の防災情報等で画像情報提供を継続 ◎ 画像提供の仕組みを構築し提供を開始

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ ホームページ及び川の防災情報で提供済み

岩手県 目標 ― ◎
カメラ設置箇所の拡充する。

岩手県 実績 ◎
カメラ設置箇所の拡充（簗川）

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ○
河川整備事業の進捗にあわせ必要箇所を精査し、移設
や追加を実施 ◎

河川整備事業の進捗にあわせ必要箇所を精査し、移設
や追加を実施

  東北地整（岩手河国） 実績 ― Ｒ４は新設・移設は無し

岩手県 目標 ◎ 水位計を3河川に設置（うち、北上川水系1河川） ◎ 水位計を4河川に設置（うち、北上川水系1河川）

岩手県 実績 ― R4年度で未完了（着手済み）、R5年度に継続実施

⑨河川監視カメラの画像・映像
などの災害情報の積極的な配
信の充実。

⑩雨量・水位等の観測データ
及び洪水時の状況や災害情
報を把握・伝達・共有するた
めの基盤整備の強化

水位計・危機管理型水位
計・簡易水位計・河川監視
用カメラの配置計画及び設
置を実施。

⑧「まるごとまちごとハザード
マップ」の現地表示の拡大・
促進

洪水痕跡や洪水による浸水
深、避難所までのルート案
内等の現地表示を順次実施

出水時の画像等をテレビ局
に提供する他、「川の防災情
報」、「岩手県河川情報シス
テム」、「ホームページ」等で
一般の方にリアリティーのあ
る画像等を情報発信

・水位計を11河川に設置（うち、北上川水系１河川）

・河川整備事業の進捗にあわせ必要箇所を精査し、移
設や追加を実施

・活用事例や設置例を共有
・設置を予定する市町に対して技術支援を実施する。

・河川監視カメラ情報について、希望するCATVに対し
て仕組みを構築し提供を開始する。

・避難場所標識の更新を進めつつ，有効性や設置箇所
の検討を行う。

・実施効果及び対象地区を検討

随時

随時

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

随時

随時

適宜（岩手河国）

平成29年度から
令和3年度まで

・ハザードマップに記載

・学習会等を通じて周知

・活用事例や設置例を共有
・設置を予定する市町に対して技術支援を実施する。

・導入可能地区を検討する。

・実施を検討

・設置者と洪水水位表示板設置位置情報を共有

・今後検討

・地域防災計画の資料編に過去の災害情報を掲載し
ており、ホームページでも公開している。

・「まるごとまちごとハザードマップ」に関する実施内容
の検討

・今後、実施を検討

・避難場所標識の更新を進めつつ，有効性や設置箇所
の検討を行う。

・今後検討

・浸水深標識の継続設置

・カメラ画像のさらなる効果的な情報発信のあり方につ
いて検討する。

・今後、検討する

・今後検討

- 4 -



北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

盛岡市 目標 ◎
・防災ラジオ一般普及方法及び機能拡張を検討。
・防災行政無線個別受信機の追加配備を進める。 ◎

・防災ラジオ一般普及方法及び機能拡張を検討。

盛岡市 実績 ◎
・防災ラジオは引き続き検討中。
・防災行政無線戸別受信機は配備済み。

花巻市 目標 ◎ 土砂災害警戒区域等に居住する住民への配布 ◎ 土砂災害警戒区域等に居住する住民への配布

花巻市 実績 ◎ 土砂災害警戒区域等に居住する住民への配布

北上市 目標 ◎

浸水想定区域など危険な箇所にある要配慮者利用施設
への防災ラジオの無償貸与を進める。
第二次避難所への防災ラジオの無償貸与を進める。

◎

無償貸与や販売を引き続き実施し、防災ラジオの普及拡
大に取り組む。

北上市 実績 ◎
第二次避難所のうち一か所へ防災ラジオの無償貸与を
行った。

遠野市 目標 ／ ／

遠野市 実績 ／

一関市 目標 ／ ／

一関市 実績 ／

八幡平市 目標 ◎
防災行政無線屋外拡声子局の増設による難聴地域の解
消/情報伝達手段の多重化の検討 ○

情報伝達手段の多重化の検討

八幡平市 実績 ◎
防災行政無線屋外拡声子局の増設による難聴地域の解
消を図った。

奥州市 目標 ○ ◎ 随時、対象者へ配布。

奥州市 実績 ◎
国際交流協会等と外国人住民への配布について協議検
討

滝沢市 目標 ◎
「いわてモバイルメール」の登録及び滝沢市公式アプリ
「滝沢ＮＡＶＩ」のダウンロードの推進 ◎ 「いわてモバイルメール」の登録及び滝沢市公式アプリ

「滝沢ＮＡＶＩ」のダウンロードの推進

滝沢市 実績 ◎
「いわてモバイルメール」の登録及び滝沢市公式アプリ
「滝沢ＮＡＶＩ」のダウンロードの推進した

雫石町 目標 ◎

・携帯電話等を持っていない一人暮らしの高齢者、要配
慮者等を対象に戸別受信機の配布の継続
・スマートホンアプリ（防災アプリ）及び登録制メールの登
録の依頼を今年度も継続

◎

・携帯電話等を持っていない一人暮らしの高齢者等対象
に戸別受信機の配布の継続
・防災アプリ及び登録制メールの登録の依頼を継続

雫石町 実績 ◎

・携帯電話等を持っていない一人暮らしの高齢者等に対
し、戸別受信機の配布を継続して実施
・防災講話及びイベント等において、防災アプリ及び登録
制メールの登録の依頼を継続して実施

岩手町 目標 ◎ 継続して情報伝達体制の充実を検討していく。 ◎ 継続して情報伝達体制の充実を検討していく。

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎

・携帯電話等を持っていない一人暮らしの高齢者、要配
慮者等を対象に戸別受信機の配布の継続
・スマートホンアプリ（防災アプリ）及び登録制メールの登
録の依頼を今年度も継続

◎

・携帯電話等を持っていない一人暮らしの高齢者、要配
慮者等を対象に戸別受信機の配布の継続
・スマートホンアプリ（防災アプリ）及び登録制メールの登
録の依頼を今年度も継続

紫波町 実績 ◎

・携帯電話等を持っていない一人暮らしの高齢者、要配
慮者等を対象に戸別受信機の配布の継続
・スマートホンアプリ（防災アプリ）及び登録制メールの登
録の依頼を今年度も継続

矢巾町 目標 ◎

・防災情報関連機器を使用した情報伝達訓練を年４回基
準に実施
・防災ﾗｼﾞｵの普及を継続

◎

・防災情報関連機器を使用した情報伝達訓練を年４回基
準実施
・防災ﾗｼﾞｵ普及の継続

矢巾町 実績 ◎

・水防団、要配慮者利用施設、避難所等との情報伝達訓
練実施
・防災ラジオの普及を継続実施（高齢者世帯への無料貸
与枠を拡大）

西和賀町 目標 ○ 登録制メールの周知、普及 ○ 登録制メールの周知、普及

西和賀町 実績 ◎ 町広報誌にて登録制メールの周知、普及

金ケ崎町 目標 ○
戸別受信機等を含め情報伝達体制の充実を検討してい
く ◎

将来を見据え当町にあった情報伝達体制について情報収集を行う

金ケ崎町 実績 ○ 防災ラジオを行政区長や班長などへ配置を継続

平泉町 目標 ◎ 防災行政無線のデジタル化 ◎ 継続して全世帯導入を推進

平泉町 実績 ◎ デジタル防災無線導入

⑪住民への情報伝達体制の
充実
（防災行政無線戸別受信機、
防災ラジオの配布等）

・防災行政無線戸別受信
機・防災ラジオの配布等住
民への情報伝達体制の充
実を実施。

・防災情報関連機器を使用した情報伝達訓練を年４回
基準に実施
・防災ﾗｼﾞｵの普及を継続

随時

随時

随時

令和３年度まで

―

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・防災行政無縁のデジタル化
・希望者へ個別受信機配布

・防災ラジオ一般普及方法及び機能拡張を検討。
・防災行政無線戸別受信機について，消防庁による配
備促進事業を活用し，住民への追加配備を進める。

・土砂災害警戒区域等に居住する住民へ防災ラジオを
配布

・防災ラジオ一般販売の継続実施
・浸水想定区域等内の要配慮者利用施設（希望する施
設）に防災ラジオを無償貸与する。

・防災ラジオを市内各戸に配付済み済み

・情報伝達手段の多重化の検討

・令和３年度はご近所福祉スタッフと避難行動要支援
者に緊急告知ラジオを配付することにより、災害情報
伝達体制の充実を図る。
・また、緊急告知ラジオを配布済みの自主防災組織や
自治会等に対して、懇談会等の際に使用方法の周知・登録制メール「いわてモバイルメール」の登録及び滝
沢市公式アプリ「滝沢NAVI」のダウンロードの推進

・携帯電話等を持っていない一人暮らしの高齢者、要
配慮者等必要な所に戸別受信機を配布

・戸別受信機を要配慮者宅と不感地帯宅に配布

・令和2年度に戸別受信機500台を購入。それを高齢者
等に配布する。

・継続して情報伝達体制の充実を検討していく。

・防災行政無線の更新
・登録制配信サービスの検討・導入
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

■住民自らが避難行動を行うために必要な情報提供の充実

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
・緊急速報メール及び河川･ダムに関する防災情報の発
信を継続 ◎ ・緊急速報メール及び河川･ダムに関する防災情報の発信を継続

  東北地整（岩手河国） 実績 ○
防災情報の発信の適切な実施。なおR3はレベル４相当
の出水は無し

  東北地整（ダム統） 目標 ◎ SNS、HP、記者発表等を通じダム情報の発信を継続 ◎ SNS、HP、記者発表等を通じダム情報の発信を継続

  東北地整（ダム統） 実績 ◎ SNS、HP、記者発表等を通じダム情報の発信を継続

気象台 目標 ◎
防災気象情報の提供の充実について引き続き検討す
る。 ◎

防災気象情報の提供の充実について引き続き検討する

気象台 実績 ◎
オンライン会議システム等を活用した地域防災支援の取
組
（台風説明会、あな町TV等）

岩手県 目標 ◎
水位周知河川指定を行い、いわてモバイルメールを使用
して情報発信を行う。 ◎

水位周知河川の追加指定を行い、いわてモバイルメール
等を使用して情報発信を行う。

岩手県 実績 ◎ LINE及びTwitterで河川の水位情報の発信を開始。

盛岡市 目標 ○
情報発信先の追加を検討。

○
情報発信先の追加を検討。

盛岡市 実績 ○
・情報発信先の追加は検討中。

花巻市 目標 ◎ HP、TW、FBを活用した情報発信 ◎ HP、TW、FBを活用した情報発信

花巻市 実績 ◎ HP、TW、FBを活用した情報発信

北上市 目標 ◎

災害情報システムの機能強化（ハード整備）を行い、各
媒体の情報発信の効率化を図り、より迅速な情報発信に
取り組む。

◎

市HP、公式SNS等を活用し、引き続き緊急情報の発信力
の強化を図る。

北上市 実績 ◎
機能強化（ハード整備）を行い、情報発信の効率化に取
り組んだ。

遠野市 目標 ◎
緊急速報メール、いわてモバイル及び地域防災アプリ等
で情報発信を行う ◎

市ＨＰ、いわてモバイルメール、市公式SNSによる情報配
信

遠野市 実績 ◎
市ＨＰ、いわてモバイルメール、市公式SNSによる情報配
信を実施

一関市 目標 ◎ 継続実施 ◎ 継続実施

一関市 実績 ◎ 継続実施

八幡平市 目標 ○ HP、公式SNSを活用し各種情報を発信 ◎ HP、公式SNSを活用し各種情報を発信

八幡平市 実績 HP、公式SNSを活用し各種情報を発信

奥州市 目標 ◎ ◎ 市アプリに防災コンテンツを搭載。

奥州市 実績 ◎ 市アプリに防災コンテンツを搭載。

滝沢市 目標 ○
市ＨＰ、いわてモバイルメール、市公式アプリ等による情
報配信 ○

市ＨＰ、いわてモバイルメール、市公式アプリ等による情
報配信

滝沢市 実績 ○
市ＨＰ、いわてモバイルメール、市公式アプリ等による情
報配信した

雫石町 目標 ◎

緊急速報メール、スマートホンアプリ（防災アプリ）、登録
制メール及びHP・ＳＮＳ等を活用し、各種情報を配信 ◎ 緊急速報メール、防災アプリ、登録制メールを活用した、

各種情報を配信の継続

雫石町 実績 ◎
緊急速報メール、防災アプリ、登録制メールを活用し、各
種情報の配信を継続

岩手町 目標 ◎ 防災アプリやエリアメールによる情報発信 ◎ 防災アプリやエリアメールによる情報発信

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 防災アプリやエリアメールによる情報発信 ◎ 防災アプリやエリアメールによる情報発信

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎

・要配慮者利用施設等に対する防災気象情報及び避難
情報の早期発信伝達
・避難対象地区の絞込要領の具体化

◎

・要配慮者利用施設等に対する防災気象情報及び避難
情報の早期発信伝達
・避難対象世帯への周知

矢巾町 実績 ◎

・要配慮者利用施設等に対する防災気象情報及び避難
情報の早期発信伝達を実施
・避難対象地区の絞込を実施

西和賀町 目標 ○ 光告知放送及びエリアメールによる情報発信 ○ 光告知放送及びエリアメールによる情報発信

西和賀町 実績 ◎ 光告知放送及びエリアメールによる情報発信

金ケ崎町 目標 ◎
防災アプリやエリアメール、データ放送による情報発信を
継続する ◎

防災アプリやエリアメール、データ放送による情報発信を
継続する

金ケ崎町 実績 ◎
上記の情報発信を継続

平泉町 目標 ◎ エリアメール等を活用した情報発信 ◎ エリアメール等を活用した情報発信

平泉町 実績 ― 対象事案なし

 鉄道関係（東北運輸局） 目標 ○
ＳＮＳを使用した効果的な情報発信について引き続き検
討。

 鉄道関係（東北運輸局） 実績

⑫ＩＣＴを活用した洪水、防災
に関する各種情報発信の充
実

・国管理河川の洪水予報指
定河川で警戒レベル4相当
から「緊急速報メール」配
信。
・プッシュ型配信等を活用し
たダム情報の提供の充実。
・各構成員で洪水予報、水
位情報、ダム放流情報、避
難情報、運休計画等に関す
る各種情報を発信。

・防災気象情報等を踏まえた避難情報の早期発信
・避難対象地区の精選

令和７年度まで
・ダム情報の提供の充実について引き続き検討

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

随時

随時

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

随時

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

・災害情報連携システムの更新
・情報発信の先の追加を検討。

・HP、SNSを活用し洪水予報、水位情報、ダム放流情
報、避難情報、運休計画等に関する各種情報を発信。

・随時実施する

・HP、SNS等を活用し、避難情報を発信

・HP、SNSを活用し各種情報を発信

・現状の緊急告知ラジオ、いわてモバイルメール、エリ
アメールによる情報発信のほか、4月1日から行政情報
発信アプリにより災害情報を発信する。

・警戒レベル３相当から「緊急速報メール」配信

・緊急速報メール及び河川･ダムに関する防災情報の
発信を継続

・いわてモバイルメール等を使用してのさらなる情報発
信について検討する。

・光告知放送及びエリアメールによる情報発信

・防災気象情報の提供の充実について引き続き検討

・市HP、公式SNS、ｙahoo防災アプリを活用した情報発
信を行う。
・コミュニティFMの放送アプリのプッシュ通知機能を活
用した住民個々のスマートフォンへの情報発信を検討
する。

・緊急速報メール、携帯電話登録制メール、ＳＮＳ等に
よる各種情報の配信

・HP、SNSを活用し洪水予報、水位情報、ダム放流情
報、避難情報、運休計画等に関する各種情報を発信。

・情報を活用して避難情報に繋げる

・防災アプリやエリアメールによる情報発信

・エリアメール等を活用した情報発信

・ＳＮＳを使用した情報発信について検討
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

 鉄道関係（JR東日本盛岡） 目標 ◎
報道機関を通じた情報発信のほか、自社HP上での運行
計画を都度、前広に情報共有を実施する。 ◎

継続して実施する。

 鉄道関係（JR東日本盛岡） 実績 ◎
自社HP上で必要の都度、情報共有を図った。

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

気象台 目標 ◎
防災気象情報の提供の充実について引き続き検討

◎
防災気象情報の提供の充実について引き続き検討する

気象台 実績 ◎

・氾濫危険情報の運用改善
・線状降水帯予測を開始
・水害リスクラインと洪水キキクルを一体化して表示

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（ダム統） 目標 ／ AI等を活用した予測システムを運用する ◎ AI等を活用した予測システムを活用する

  東北地整（ダム統） 実績 ◎ AI等を活用した予測システムを実装した。

岩手県 目標 ○
流入超予測システムの運用方法を検討。

◎
流入超予測システムを運用する。

岩手県 実績 ○ 流入超予測システムの運用方法を検討。

Ⅱ．地域防災力を維持・継続・強化するための取組

■PDCAサイクルを取り入れた自助・共助・公助の連携

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
関係機関に対し意見照会し、必要に応じて見直しを実施

◎ 関係機関に対し意見照会し、必要に応じて見直しを実施

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ 幹事会にて見直しの必要性を情報提供

  東北地整（ダム統） 目標 ◎
関係機関に対し意見照会し、必要に応じて見直しを実施

◎
関係機関に対し意見照会し、必要に応じて見直しを実施

  東北地整（ダム統） 実績 ◎ 関係機関に対し情報提供した

気象台 目標 ◎ タイムライン作成と見直しに協力する。 ◎ タイムライン作成と見直しに協力する

気象台 実績 指定河川では協力依頼無

岩手県 目標 ― ―

岩手県 実績 ◎ 基準水位見直しに伴うタイムラインの見直しを実施。

盛岡市 目標 ◎ 必要に応じてタイムラインの確認、見直しを行う。 ◎ 必要に応じてタイムラインの確認、見直しを行う。

盛岡市 実績 ◎ タイムラインの確認、見直しを行った。

花巻市 目標 ○ 避難情報の改正に伴う確認・見直し ○ 避難情報の改正に伴う確認・見直し

花巻市 実績 ○ 避難情報の改正に伴う確認・見直し

北上市 目標 ◎
水害想定による訓練を実施し、水害対応タイムラインを
確認する。 ◎

水害想定による訓練を実施し、水害対応タイムラインを
確認する。

北上市 実績 ◎
水害を想定した災害対策本部訓練を実施し、現行のタイ
ムラインを確認した。

遠野市 目標 ◎ 風水害タイムライン随時見直し ○ 必要に応じて風水害タイムライン修正を検討する

遠野市 実績 ―

一関市 目標 ◎ 随時必要に応じて見直しを実施 ◎ 随時必要に応じて見直しを実施

一関市 実績 ○ 継続実施

八幡平市 目標 ○
水害対応タイムラインの確認、見直し

◎
随時必要に応じ、水害対応タイムラインの確認・見直し

八幡平市 実績 水害対応タイムラインの確認、見直し

奥州市 目標 ○ ◎ 水害対応タイムラインの確認

奥州市 実績 ◎ 水害対応タイムラインの確認

滝沢市 目標 ○ 随時確認、見直し予定 ○ 随時確認、見直し予定

滝沢市 実績 ○ 随時確認した

雫石町 目標 ◎ 水害対応タイムラインの確認、見直しを行う。 ◎ 随時、タイムラインの見直しを継続

雫石町 実績 ◎ タイムラインの確認・見直しを実施

岩手町 目標 ◎
県河川課等と協議しながらタイムラインの見直しを図る。

◎
県河川課等と協議しながらタイムラインの見直しを図る。

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 水害対応タイムラインの確認、見直しを行う。 ◎ 水害対応タイムラインの確認、見直しを行う。

紫波町 実績 ◎ 水害対応タイムラインの確認、見直しを実施。

矢巾町 目標 ◎ タイムラインの見直し、修正を実施 ◎ タイムラインの見直し、修正の実施

矢巾町 実績 ◎ タイムラインの見直し、修正を実施

西和賀町 目標 ― ―

西和賀町 実績 ―

金ケ崎町 目標 ○
タイムラインの確認と状況に応じて見直しを検討する

○
タイムラインの確認と状況に応じて見直しを検討する

金ケ崎町 実績 ○ タイムラインの確認を行った

平泉町 目標 ◎ タイムラインの確認、見直し ◎ タイムラインの確認、見直し

平泉町 実績 ○ 必要に応じた見直し検討

⑬局地化、集中化、激甚化す
る雨の降り方に対応した防災
情報の充実

実洪水及び洪水演習、各種
訓練を踏まえた水害対応タ
イムラインの確認、見直し

近年の局地化・集中化・激
甚化する降雨に対応した防
災気象情報を発信。

⑭住民の避難行動につなが
るダム放流情報の充実

⑮水害対応「タイムライン」へ
の改善や見直し

・ダム放流情報の内容や通
知のタイミングの改善、河川
水位情報等の活用など住民
の避難行動につながる情報
の周知
・AI等を活用したダム流入量
の予測精度向上

・流入量予測システムを整備し、ダム放流情報等の通
知タイミングの改善について検討する。

・洪水演習等を踏まえ順次タイムラインの見直しを行
う。

随時

・タイムラインの見直し、修正
（年１回基準）

随時

令和７年度まで

令和７年度まで

令和3年度まで

令和７年度まで

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・運休計画等の情報発信

・防災気象情報の提供の充実について引き続き検討

・洪水予測システム改良

・演習や訓練を踏まえて確認、見直し

・関係機関に対し意見照会し、必要に応じて見直しを実
施

・タイムライン作成と見直しに協力する。

・タイムラインを確認し、訓練等の活用により改善点や
修正点等がある場合は、随時見直す。

・随時実施

・水害対応タイムラインの確認、見直し

・水害対応タイムラインの確認、見直し

・策定したタイムラインの確実な運用に努め、随時見直
しを行う。

・水害対応タイムラインの確認、見直し

・水害対応タイムラインの確認、見直し

・タイムラインの確認、見直し

・盛岡広域で実施している水防訓練に参加する

・タイムラインの確認と状況に応じて見直しを行う。

・タイムラインの確認、見直し

・タイムラインの確認、見直し

・タイムラインの確認、見直し
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

気象台 令和７年度まで 目標 ◎ タイムライン作成と見直しに協力する。 ◎ タイムライン作成と見直しに協力する

気象台 実績 ◎ 水位周知河川のタイムラインの見直しに助言した

岩手県 令和７年度まで 目標 ◎ 新規指定に合わせて作成する。 ◎ 新規指定に合わせて作成する。

岩手県 実績 ◎ 新規指定に合わせて作成。

盛岡市 令和 年度まで 目標 ◎ 必要に応じてタイムラインの作成・更新を行う。 ◎ 必要に応じてタイムラインの作成・更新を行う。

盛岡市 実績 ◎ タイムラインの確認、見直しを行った。

花巻市 令和３年度まで 目標 ◎ 新規指定に併せて，作成する。 ◎ 新規指定に併せて，作成する。

花巻市 実績 ◎ 新規指定に併せて，作成する。

北上市 令和７年度まで 目標 ― ―

北上市 実績 ―

遠野市 平成30年度実施済 目標 ◎ 作成済み、随時更新 ○ 必要に応じて見直しを行う。

遠野市 実績 ―

一関市 令和７年度まで 目標 ◎
「洪水危険河川の監視計画」の随時必要な見直しを実施

◎ 「洪水危険河川の監視計画」の随時必要な見直しを実施

一関市 実績 ◎ 修正・見直し済

八幡平市 令和７年度まで 目標 ○ 水害対応「タイムライン」の作成 ◎ 水害対応「タイムライン」の確認・見直し

八幡平市 実績 ○ 水害対応「タイムライン」の作成

奥州市 令和3年度まで 目標 ○ ○ 水害対応タイムラインの確認・見直し

奥州市 実績 ◎ 衣川水害対応タイムラインの見直し

滝沢市 作成済み 目標 ／ ／

滝沢市 実績 ／

雫石町 随時 目標 ◎
必要に応じてタイムラインの見直しを行う。

◎
随時、必要に応じ見直しを行う。

雫石町 実績 ◎ タイムラインの確認・見直しを実施

岩手町 令和３年度まで 目標 ◎ 必要に応じて更新する ◎ 必要に応じて更新する

岩手町 実績

紫波町 作成済み 目標 ◎ 必要に応じて更新する ◎ 必要に応じて更新する

紫波町 実績 ◎ 見直しを実施

矢巾町 令和 年度まで 目標 ◎
タイムラインの見直し、修正（中小河川を含む）の実施

◎
タイムラインの見直し、修正（中小河川を含む）の実施

矢巾町 実績 ◎ 県と連携し岩崎川タイムラインを作成

西和賀町 令和 年度まで 目標 ― ―

西和賀町 実績 ―

金ケ崎町 適宜 目標 ○ 必要に応じて随時見直していく ○ 必要に応じて見直していく

金ケ崎町 実績 ― 見直しをしていない

平泉町 随時 目標 ◎ 必要に応じた見直し ◎ 必要に応じた見直し

平泉町 実績 ○ 必要に応じた見直し検討

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
沿川自治体をまとめた流域タイムラインの作成。

◎
順次、関係機関と調整し、他機関型タイムラインの検討
及び作成を進める。

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎
流域タイムライン(案)を作成。（第10回幹事会にて各市町
へ照会予定）

  東北地整（ダム統） 目標 ◎
順次、関係機関と調整し、他機関型タイムラインの検討
及び作成を進める。 ○

順次、関係機関と調整し、他機関型タイムラインの検討
及び作成を進める。

  東北地整（ダム統） 実績 ―

気象台 目標 ◎ タイムライン作成と見直しに協力する。 ◎ タイムライン作成と見直しに協力する

気象台 実績 ◎ 流域タイムライン(案)作成に協力した

岩手県 目標 ○
他機関型タイムラインの検討

○
他機関型タイムラインの検討

岩手県 実績 ―

盛岡市 目標 ○ 作成を検討する。 ○ 作成を検討する。

盛岡市 実績 未実施

花巻市 目標 ○ タイムラインについて検討する ○ タイムラインについて検討する

花巻市 実績 ○ タイムラインについて検討する

北上市 目標 ― ―

北上市 実績 ―

遠野市 目標 ― ○ 実施を検討する

遠野市 実績 ―

一関市 目標 ○ 実施を検討 ○ 実施を検討

一関市 実績 ○ 実施を検討

令和７年度まで

・水位周知河川の新規指定・更新に併せて作成・更
新。

多様な機関（鉄道、バス、物
流、ライフライン事業者等）
が連携した洪水対応「タイム
ライン」を順次作成

⑰「他機関連携型タイムライ
ン」を順次展開

⑯県管理河川における水害
対応「タイムライン」の作成

（県）県管理河川の洪水対
応「タイムライン」を作成
（市町）水位周知河川の沿
川自治体は河川毎に水害対
応「タイムライン」の作成

・新規指定に併せて，作成する。

・タイムラインの見直し、修正
（年１回基準）

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

・タイムライン作成と見直しに協力する。

・新規指定に合わせて作成する。

和賀川（珊瑚橋よりも上流部の水域）のハザードマップ
公表に合わせて、作成する。

・タイムラインの作成

・河川毎に水害対応「タイムライン」の作成

・水害対応「タイムライン」の作成

・水位周知河川の河川毎にタイムラインの作成を行う。

・水害対応「タイムライン」の作成

・雫石川タイムラインの随時見直し

・水害対応タイムラインの作成

必要が生じた都度、更新を行う

・随時見直し

・随時見直し

・ダムの行動を適切に反映

・タイムライン作成と見直しに協力する。

・順次、関係機関と調整し、必要に応じて他機関型タイ
ムラインの作成を検討する

・関係機関と調整のうえ今後に作成を検討する。

・実施を検討

・実施を検討

・他機関対応型タイムラインの検討・作成

・関係機関と連携し作成を進める。

・順次、関係機関と調整し、他機関型タイムラインの検
討及び作成を進める。
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

八幡平市 目標 ― ―

八幡平市 実績 ―

奥州市 目標 ― ―

奥州市 実績 ―

滝沢市 目標 ― 洪水対応「タイムライン」を順次作成 ― 洪水対応「タイムライン」を順次作成

滝沢市 実績 ―

雫石町 目標 ○ 関係機関と連携し作成を進める。 ○ 関係機関と連携し作成を検討する。

雫石町 実績 ― 未実施

岩手町 目標 ○ 今後検討する ○ 今後検討する

岩手町 実績

紫波町 目標

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎
関係機関と連携した実効性あるタイムラインを作成

◎
関係機関と連携した実効性あるタイムラインの作成

矢巾町 実績 ◎
関係機関と連携し実効性あるタイムラインを作成

西和賀町 目標 ― ―

西和賀町 実績 ―

金ケ崎町 目標 ― 今後検討する ― 今後検討する

金ケ崎町 実績 ―

平泉町 目標 ○ 今後検討 ○ 今後検討

平泉町 実績 ○ 必要に応じた見直し検討

 鉄道関係（東北運輸局） 目標 ○ 実施について継続して検討。

 鉄道関係（東北運輸局） 実績

 鉄道関係（JR東日本盛岡） 目標 ○ 今後検討 ◎ 引き続き、検討

 鉄道関係（JR東日本盛岡） 実績 ―

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎ 関係機関と連携した講習会等を開催
◎ 関係機関と連携した講習会等を開催

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ 出前講座等でマイタイムラインを紹介

岩手県 目標 ― ―

岩手県 実績 ◎ 自治体の住民説明会でリスク情報を説明。

盛岡市 目標 ◎ 防災訓練や出前講座などを通じて、随時実施。 ◎ 防災訓練や出前講座などを通じて、随時実施。

盛岡市 実績 ◎
防災訓練や出前講座などを通じて、随時実施した。

花巻市 目標 ○
・広報による周知の実施
・出前講座等による講習会の検討 ○

・広報による周知の実施
・出前講座等による講習会の検討

花巻市 実績 ○
・広報による周知の実施
・出前講座等による講習会の検討

北上市 目標 ◎
自主防災マイスター講習で、マイ・タイムライン作成研修
を取り入れ、引き続き普及啓発に取り組む。 ◎

引き続き、出前講座などの講習会や研修会にて普及啓
発に取り組む。

北上市 実績 ◎ 住民向けの講習会にて、普及啓発を行った。

遠野市 目標 ○ 実施を検討 ○ 実施を検討

遠野市 実績 ―

一関市 目標 ◎ マイタイムライン講習会を実施（継続実施） ◎ マイタイムライン講習会を実施（継続実施）

一関市 実績 ◎ 消防・防災セミナーで実施している

八幡平市 目標 ◎ 出前講座などの実施 ◎ 出前防災講座などの実施

八幡平市 実績 ◎ 出前講座などの実施

奥州市 目標 ― ◎ ハザードマップ活用住民説明会等での周知・啓発

奥州市 実績 ◎ ハザードマップよるマイタイムライン作成支援

滝沢市 目標 ○ マイ・タイムライン講習会の実施など ○ マイ・タイムライン講習会などの実施

滝沢市 実績 ○ マイ・タイムラインの作成を実施した

雫石町 目標 ○
自主防災組織等の出前講座等を通じて実施する。

○
自主防災組織等に出前講座等においてマイ・タイムライ
ンの紹介及び啓発を行う。

雫石町 実績 ◎
自主防災組織等に出前講座等においてマイ・タイムライ
ンの紹介

岩手町 目標 ― 未定 ― 未定

岩手町 実績

紫波町 目標

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎
３地区を対象にWS等でマイタイムラインの作成指導を実
施 ◎

マイタイムラインの作成指導の実施

矢巾町 実績 ◎
各自主防災組織に対し、マイタイムライン作成の必要性
を説明

⑱「マイ・タイムライン」の普及
促進

洪水からの「逃げ遅れゼロ」
を目指し、マイ・タイムライン
講習会の実施、支援など

・関係機関と連携した講習会等を開催し、普及促進を
図る。

・関係機関と連携し実効性あるタイムラインを作成（年１
回基準に意見照会）

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・今後検討

・鉄道、バス、物流、ライフライン事業者等が連携した
洪水対応「タイムライン」について検討を行う。

・洪水対応「タイムライン」を順次作成

・関係機関と連携し作成を進める。

・関係機関と連携し作成を進める。

・関係機関と連携し作成を進める。

・今後検討

・今後検討

・実施について検討

・今後検討

・マイタイムラインの講習会等の支援を行う。

・R2に北上市版「洪水時マイタイムライン」様式を作成
した。住民・地域主体による洪水時マイタイムラインの
作成の啓発に取り組む。

・実施を検討

・マイタイムライン講習会の実施など

・出前講座などを通じて随時行う。

・自主防災組織や自治会等地域防災の中心となる団
体を対象としてマイタイムライン講習会の実施を行う

・マイ・タイムライン講習会の実施など

・防災訓練や出前講座などを通じて，随時実施。

・出前講座などによるマイ・タイムライン講習会の実施、
支援

・自主防災組織等の出前講座等を通じて実施

・マイ・タイムライン講習会の実施など

・関係機関と連携し作成を進める。

・WS等でマイタイムラインの作成指導
（年間３地区を対象）
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

西和賀町 目標 ― ―

西和賀町 実績 ―

金ケ崎町 目標 ○ 自主防災組織研修会等で実施する ○ 広報などを通じて周知する

金ケ崎町 実績 ― 未実施

平泉町 目標 ◎ 学習会等を通じて普及を図る ◎ 学習会等を通じて普及を図る

平泉町 実績 ○ 実施検討

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎ 自治体と連携し「講習会プロジェクト」の取組を支援
◎ 自治体と連携し「講習会プロジェクト」の取組を支援

  東北地整（岩手河国） 実績 ― 支援要請は無かった

岩手県 目標 ◎
計画策定、避難訓練の実施に向け、通知や講習会等を
実施する。 ◎

計画策定、避難訓練の実施に向け、通知や講習会等を
実施する。

岩手県 実績 ◎
要配慮者利用施設の管理者向け講習会を実施し、避難
確保計画の策定を促進した。

盛岡市 目標 ◎
・計画策定率100％
・避難訓練実施の促進を進める。 ◎

・計画策定率100％
・避難訓練実施の促進を進める。

盛岡市 実績 ◎

・策定率100％に至らないものの、策定率上昇に努めた。
・通知により避難訓練実施の促進を進めた。

花巻市 目標 ○
・避難確保計画の作成促進
・避難訓練の促進について検討 ○

・避難確保計画の作成促進
・避難訓練の促進について検討

花巻市 実績 ○
・避難確保計画の作成促進
・避難訓練の促進について検討

北上市 目標 ◎

新規の要配慮者利用施設の有無を確認し、避難確保計
画が未作成な場合には、作成支援に取り組む。また、訓
練実施状況を確認し、未実施の施設がある場合には、実
施支援に取り組む。

◎

引き続き、避難確保計画の作成支援や訓練実施支援を
行う。

北上市 実績 ◎
引き続き避難確保計画の作成支援や訓練実施支援を行
う。

遠野市 目標 ◎ 作成支援の実施、訓練実施を促進 ○ 未作成の施設への作成、訓練実施を促進

遠野市 実績 ◎ 関係機関へ個別に作成支援を実施

一関市 目標 ◎
区域指定拡大に伴い、避難確保計画の作成支援及び訓
練支援を実施 ◎

区域指定拡大に伴い、避難確保計画の作成支援及び訓
練支援を実施

一関市 実績 ◎ 個別連絡により策定率向上に努めた。

八幡平市 目標 ◎ 避難確保計画の作成及び避難訓練等の支援

八幡平市 実績

奥州市 目標 ◎ ◎ 計画策定、避難訓練の実施に向け通知及びアドバイス

奥州市 実績 ◎
計画策定、避難訓練の実施に向け通知及びアドバイス

滝沢市 目標 ／ 現時点では対象施設なし ○ 対象施設の選定及び避難確保計画の作成

滝沢市 実績 ／

雫石町 目標 ／ ／

雫石町 実績 ／

岩手町 目標 ◎ 提出済みの避難確保計画の見直しを実施する ◎ 提出済みの避難確保計画の見直しを実施する

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 提出済みの避難確保計画の見直しを実施する ◎ 提出済みの避難確保計画の見直しを実施する

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎
対象施設の避難確保計画の確認、作成支援並びに避難
訓練の現地指導を実施を実施 ◎ 対象施設の避難確保計画の確認、作成支援並びに避難

訓練現地指導の実施

矢巾町 実績 ◎
対象施設の避難確保計画の確認、作成支援並びに避難
訓練の現地指導を実施

西和賀町 目標 ／ ―

西和賀町 実績 ／

金ケ崎町 目標 ／ 現時点で対象施設なし ／ 現時点で対象施設なし

金ケ崎町 実績 ／

平泉町 目標 ◎ 戸別訪問を行い計画策定を支援する ◎ 避難訓練の実施する

平泉町 実績 ◎ 避難訓練を実済み

 平成29年度から令和3年度

―

平成29年度から
令和3年度

⑲要配慮者利用施設等の
「避難確保計画の作成」及び
「避難訓練」の促進

・地域防災計画に定められ
た要配慮者利用施設におけ
る「避難確保計画の作成」及
び「避難訓練」の促進。
・避難確保計画の作成、避
難訓練の促進に向け「講習
会プロジェクト」の取組を拡
大
・保育園、学校等の避難確
保計画の作成、避難訓練の
実施に向けた支援

令和３年度まで

平成29年度から
令和3年度

平成29年度から
令和3年度まで

平成29年度から
令和3年度まで

平成29年度から
令和3年度まで

平成29年度から
令和3年度

―

平成29年度から
令和3年度まで

・避難確保計画の作成、避難訓練の促進に向け自治
体と連携し「講習会プロジェクト」の取組を支援

―

―

随時

随時

随時

平成29年度から
令和3年度

毎年度実施

平成29年度から
令和3年度

平成29年度から
令和3年度

・実施を検討

・学習会等通じて普及を図る

・R2年度に、国・県の協力を得て「講習会プロジェクト」
を実施した。これにより、要配慮者利用施設の避難確
保計画策定率100％を達成した。

・要配慮者利用施設の避難確保計画作成及び避難訓
練の実施

・計画未策定の施設に対し指導を行うとともに、計画に
基づいた避難行動訓練の実施について支援する。

・現時点では、対象施設なし

・浸水想定地域に要配慮者施設無し。

 ・継続実施※計画策定は100％達成済

・全施設作成済み

・現時点で対象施設なし

・対象施設の避難確保計画作成支援

・令和３年度に策定率100％
・避難訓練実施の促進を進める。

・避難確保計画の作成及び避難訓練の促進

・避難確保計画の作成、避難訓練の実施に向けた支
援　※計画策定はR2.12.01時点で100％達成済

・各施設の避難確保計画に基づき、避難訓練を現地指
導（年間３施設を対象）

・要配慮者利用施設の避難確保計画作成及び避難訓
練の実施

・計画策定、避難訓練の実施に向け、通知や講習会等
を実施する。

・現時点で対象施設なし
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
河川やダム等の防災情報を活用した住民参加型の避難
訓練へ支援 ◎

河川やダム等の防災情報を活用した住民参加型の避難
訓練へ支援

  東北地整（岩手河国） 実績 ― 支援要請は無かった

気象台 目標 ◎ 関係機関と調整し、訓練の支援を行う。 ◎ 関係機関と調整し、訓練の支援を行う

気象台 実績
岩手県総合防災訓練と3市町の防災訓練に参加した

岩手県 目標 ◎
河川やダム等の防災情報を活用した住民参加型の避難
訓練へ支援を実施 ―

岩手県 実績 ―

盛岡市 目標 ◎
総合防災訓練の実施

◎
総合防災訓練の実施

盛岡市 実績 ◎ 大雨・土砂災害を想定した総合防災訓練を実施。

花巻市 目標 ○
・自主防災組織の避難訓練への支援
・福祉関係者等の訓練について検討 ○

・自主防災組織の避難訓練への支援
・福祉関係者等の訓練について検討

花巻市 実績 ○
・自主防災組織の避難訓練への支援
・福祉関係者等の訓練について検討

北上市 目標 ◎

市総合防災訓練において、訓練対象地区の住民が参加
できる訓練メニューを取り入れ、感染症対策を講じながら
実施する。

◎
市総合防災訓練において、住民参加型メニューを組み入
れ実施する。

北上市 実績 ◎

市総合防災訓練において、訓練対象地区の住民が参加
できる訓練メニューを取り入れ、感染症対策を講じながら
実施した。

遠野市 目標 ◎ 市総合防災訓練 ◎ 市総合防災訓練の実施

遠野市 実績 ◎ 市総合防災訓練を実施した

一関市 目標 ◎ 「土砂災害・全国防災訓練」の一環として実施 ◎ 「土砂災害・全国防災訓練」の一環として実施

一関市 実績 ◎
東山町長坂地内で、自主防災組織、デイサービスセン
ター等が参加し、実施

八幡平市 目標 ◎ 総合防災訓練の実施 ◎ 県総合防災訓練の実施

八幡平市 実績 ◎ 市総合防災訓練を実施した。

奥州市 目標 ◎ ◎
市総合防災訓練への自主防災組織参加実施

奥州市 実績 ◎
市総合防災訓練への自主防災組織参加実施

滝沢市 目標 ○ 「避難誘導」を含む訓練の実施など ○ 「避難誘導」を含む訓練の実施など

滝沢市 実績 ○ 避難誘導等の訓練を実施した

雫石町 目標 ◎
総合防災訓練及び自主防災組織の訓練を活用して「避
難時の声掛け・避難誘導を含めた」避難訓練を実施 ○

自主防災組織等の避難訓練等への支援

雫石町 実績 ◎ 町総合防災訓練により実施した。

岩手町 目標 ◎ 11月の総合防災訓練で実施予定。 ◎ 11月の総合防災訓練で実施予定。

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎
防災訓練の実施及び自主防災組織の活動支援を行う

◎
防災訓練の実施及び自主防災組織の活動支援を行う

紫波町 実績 ◎
自主防災組織の防災講話及び学校の防災学習等にお
いて周知を図る。

矢巾町 目標 ◎
３地区を対象に避難所の開設運営に係る訓練を実施

◎
実践的な避難訓練や避難所開設訓練の実施

矢巾町 実績 避難所の開設運営及び避難訓練を実施

西和賀町 目標 ○ 防災訓練の実施 ○ 防災訓練の実施

西和賀町 実績 ◎ 3地区を対象として住民主導の防災訓練を実施

金ケ崎町 目標 ◎ コロナ禍で開催できる内容・方法を検討 ◎ 自主防災組織などと連携し訓練を実施

金ケ崎町 実績 ― 実施できなかった

平泉町 目標 ◎ 随時実施 ◎ 随時実施

平泉町 実績 ○ 町全体の訓練なし。消防広報に訓練関連記事掲載

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ○
水害に関する情報提供と要配慮者の避難行動の取組事
例等を共有 ◎

水害に関する情報提供と要配慮者の避難行動の取組事
例等を共有

  東北地整（岩手河国） 実績 ―

岩手県 目標 ◎
関係部局と調整を行い、通知や講習会等を実施する。

◎
関係部局と調整を行い、通知や講習会等を実施する。

岩手県 実績 ◎

庁内で要配慮者利用施設避難確保計画の策定促進等
に係る関係室課の連絡会議を開催し、情報共有を実施し
た。

盛岡市 目標 ◎ 通知文や出前講座などを通じて実施。 ◎ 通知文や出前講座などを通じて実施。

盛岡市 実績 ◎ 通知文により実施。

⑳住民参加型の実践的な訓
練の実施

㉑要配慮者利用施設等の所
管部局との連携、共助の仕組
み強化

地域包括センター等と連携
した水害から要配慮者利用
施設（高齢者等）の避難行
動の理解促進に向けた取組
（通知文発信など）の実施な
ど

・自主防災組織、福祉関係
者、水防団、水防協力団体
等による「避難時の声掛け」
や「避難誘導」を含む訓練の
実施など
・自治体の避難情報、河川
やダム等の防災情報を活用
した住民参加型の避難訓練
や避難場所への移動訓練、
避難所開設等の実施など

・水害に関する情報提供と要配慮者の避難行動の取
組事例等を共有

随時

随時

随時

随時

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・関係機関と調整し、訓練の支援を行う。

・自治体が予定する河川やダム等の防災情報を活用し
た住民参加型の避難訓練へ支援を実施

・総合防災訓練に住民参加型メニューを組み入れて、
毎年実施する。

・自主防災組織、福祉関係者、水防団等による避難訓
練の実施

・自治体が予定する河川やダム等の防災情報を活用し
た住民参加型の避難訓練へ支援を実施

・定期的に洪水を想定した総合防災訓練の実施

・随時実施

・自主防災組織、福祉関係者、水防団等による「避難
時の声掛け」や「避難誘導」を含む訓練の実施

・総合防災訓練の実施

・市の総合防災訓練時に住民参加型の避難訓練を実
施する。
・自主防災組織や自治会が開催する避難訓練を支援
する。

・「避難誘導」を含む訓練の実施など

総合防災訓練及び自主防災組織の訓練を活用して
「避難時の声掛け・避難誘導を含めた」避難訓練を実
施

・総合防災訓練の実施

・町主催の防災訓練を年に1回開催
・自主防災組織単位で行っている訓練にも継続的に参
加する

・防災訓練の実施

・防災訓練で実施

・防災訓練の実施

・関係部局と調整を行い、通知や講習会等を実施す
る。

・防災関係者の緊密な連携による地区ごとの避難に係
る訓練を実施（年間３地区を対象）

・通知文や出前講座などを通じて実施。
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

花巻市 目標 ○ 要配慮者利用施設との連携について検討 ○ 要配慮者利用施設との連携について検討

花巻市 実績 ○ 要配慮者利用施設との連携について検討

北上市 目標 ◎ 福祉部署と防災関係研修会に参加する。 ◎ 福祉部署と防災関係研修会に参加する。

北上市 実績 ◎ 福祉部署と防災関係研修会に参加した。

遠野市 目標 ○ 実施を検討 ○ 実施を検討

遠野市 実績 ―

一関市 目標 ◎ 必要に応じて通知文の発信などを実施 ◎ 必要に応じて通知文の発信などを実施

一関市 実績 ◎ 継続実施

八幡平市 目標 ◎ 関係部局との協議を実施 ◎ 関係部局との協議を実施

八幡平市 実績 ◎ 関係部局との協議を実施

奥州市 目標 ◎ ◎ 避難訓練等実施要請ほか通知

奥州市 実績 ◎
避難訓練等実施要請ほか通知

滝沢市 目標 ／ 現時点では対象施設なし ○ 関係部局と連携した取組の実施

滝沢市 実績 ／

雫石町 目標 ／ ／

雫石町 実績 ／

岩手町 目標 ◎
自主防災組織及び町内会の協力を得て施設等と連携を
図る。 ◎

自主防災組織及び町内会の協力を得て施設等と連携を
図る。

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 関係機関と連携して作成を進める ◎ 関係機関と連携して作成を進める

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎
関係部署等との連絡、連携体制強化のため意見交換の
実施 ◎

関係部署との連携の充実強化

矢巾町 実績 ◎
関係部署との意見交換の実施並びに関係部署と連携し
要配慮者施設の現地確認を実施

西和賀町 目標 ／ ―

西和賀町 実績 ／

金ケ崎町 目標 ／ 現時点で対象施設なし ／ 現時点で対象施設なし

金ケ崎町 実績 ／

平泉町 目標 ○ 関係部署との連携 ◎ 関係部署との連携

平泉町 実績 ○ 随時情報共有

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

盛岡市 目標 ― ―

盛岡市 実績 ―

花巻市 目標 ○ 地域包括支援センターへのハザードマップの掲示 ○ 地域包括支援センターへのハザードマップの掲示

花巻市 実績 ○ 地域包括支援センターへのハザードマップの掲示

北上市 目標 ◎
引き続き、避難所等の施設に防災関係資料の掲示を行
う。 ◎

ハザードマップ必要とする住民や事業者へ無料配布を継
続する。

北上市 実績 ◎
防災関係資料の掲示を実施している。

遠野市 目標 ／ ○ ハザードマップの更新後に施設へ再掲示する。

遠野市 実績 ／

一関市 目標 ◎ 各施設に掲示を依頼 ◎ 避難所、集会所等へ掲示依頼を継続実施

一関市 実績 ○ 地域包括支援センターに依頼済み

八幡平市 目標

八幡平市 実績

奥州市 目標 ◎ ◎ ハザードマップへの表示

奥州市 実績 ◎ ハザードマップへの表示

滝沢市 目標 ○ ハザードマップの更新後、施設への再掲示 ／

滝沢市 実績 ○ ハザードマップの更新後、施設へ再掲示した

雫石町 目標 ◎
地域包括センター及び避難所等に防災マップの配布

○
随時、防災マップの配布を継続

雫石町 実績 ◎

避難情報の一部改正に伴い、防災マップの内容を一部
更新するために修正シールを作成し、全戸・関係機関等
に配布した。

岩手町 目標 ◎ 全施設配布掲示済 ◎ 全施設配布掲示済

岩手町 実績

紫波町 目標

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎ 防災マップ更新に伴い、各施設に新防災マップを配布 ◎ 防災マップ更新に伴い、各施設に新防災マップを配布

矢巾町 実績

㉒地域包括センター、避難所
及び集会所に水害リスクの掲
示

・地域包括支援センターへ
ハザートマップ等の掲示
・浸水想定区域内にある避
難所及び集会所へのハザー
ドマップﾟ等の掲示など

・全ての地域包括支援センターへ防災マップを配布す
る。

・地域包括支援センターへのハザードマップの掲示

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

―

―

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

―

―

令和７年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

実施済み

令和３年度まで

・浸水想定地域に要配慮者施設無し。

・水害から要配慮者利用施設の避難行動の理解促進
に向けた取組（通知文発信など）の実施

・関係機関と連携し作成を進める。

・現時点で対象施設なし

・現時点で対象施設なし

・実施を検討

・関係部署等との連絡、連携体制を強化（年１回基準に
意見交換を実施）

・浸水想定区域内にある避難所及び集会所のハザード
マップﾟ等の掲示

・各避難所へハザードマップを掲示（年間３施設を対
象）

・保健福祉部課とともに、各種研修会に参加する。

・実施を検討

・水害から要配慮者利用施設の避難行動の理解促進
に向けた取組（通知文発信など）の実施

・今後実施

・地域包括センター等と連携した水害から要配慮者利
用施設（高齢者等）の避難行動の理解促進に向けた取
組についての検討及び実施

・現時点では、対象施設なし

・水害から要配慮者利用施設の避難行動の理解促進
に向けた取組（通知文発信など）の実施

・令和元年度に更新した新ハザードマップは全戸配布
済み。引き続き、必要な住民や事業所等には無料配布
する。

・地域包括支援センターへのハザードマップの掲示

・該当箇所へ防災マップを配布する。

・地域包括支援センターへハザードマップを配置する。

・集会所へのハザードマップﾟ等の掲示など

・3年度前半を目標

・全施設配布掲示済

・ハザードマップを全世帯、企業、公民館に配布済み
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

西和賀町 目標 ○ 継続して設置、掲示 ― 設置、掲示

西和賀町 実績 ◎ 設置、掲示

金ケ崎町 目標 ◎ 実施済み ◎ 実施済み

金ケ崎町 実績 ◎ 実施済み

平泉町 目標 ◎ 防災マップの配布 ◎ 防災マップ設置個所の随時確認

平泉町 実績 ◎ 全戸他町内事業所等に配布継続

■正しい知識の周知・定着

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
出前講座、水防訓練等を通じ水害リスクや防災知識の普
及活動を継続

◎
出前講座、水防訓練等を通じ水害リスクや防災知識の普
及活動を継続

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎
出前講座にてハザードマップ、防災情報の入手、マイタイ
ムラインなどについて情報提供

  東北地整（ダム統） 目標 ◎
出前講座、水防訓練等を通じ水害リスクや防災知識の普
及活動を継続 ◎

出前講座、水防訓練等を通じ水害リスクや防災知識の普
及活動を継続

  東北地整（ダム統） 実績 ◎
出前講座、水防訓練等を通じ水害リスクや防災知識の普
及活動を継続

気象台 目標 ◎
出前講座、訓練、への参画や気象防災ワークショップの
実施 ◎

出前講座、訓練、への参画や気象防災ワークショップの
実施

気象台 実績 ◎
市町村が実施する講座や研修会に講師を派遣しワーク
ショップの開催にも協力した

岩手県 目標 ◎
浸水想定の説明会等において、水害リスクについての説
明を行う。 ◎

浸水想定の説明会等において、水害リスクについての説
明を行う。

岩手県 実績 ◎
浸水想定の説明会等において、水害リスクについての説
明を実施。

盛岡市 目標 ◎ 防災訓練や出前講座などを通じて実施する。 ◎ 防災訓練や出前講座などを通じて実施する。

盛岡市 実績 ◎ 防災訓練や出前講座などを通じて実施した。

花巻市 目標 ◎
自主防災組織や地域住民へ出前講座等の実施などによ
る知識普及活動 ◎

自主防災組織や地域住民へ出前講座等の実施などによ
る知識普及活動

花巻市 実績 ◎
自主防災組織や地域住民へ出前講座等の実施などによ
る知識普及活動

北上市 目標 ◎

引き続き、自主防災組織研修会や自主防災マイスター講
習を開催し、防災関連情報等を提供し、啓発活動に取り
組む。

◎

引き続き、自主防災組織研修会や自主防災マイスター講
習等で防災関連情報等を提供し、啓発活動に取り組む。

北上市 実績 ◎
自主防災組織研修会や自主防災マイスター講習にて、
防災関連情報等を提供し、啓発活動を実施した。

遠野市 目標 ◎ 地区別防災研修の実施 ◎ 地区別防災研修等を実施する。

遠野市 実績 ◎ 地区別防災研修を実施した。

一関市 目標 ◎ 継続実施 ◎ 継続実施

一関市 実績 ◎ 継続実施

八幡平市 目標 ◎ 防災訓練や出前講座等の実施 ◎ 防災訓練や出前講座等の実施。

八幡平市 実績 ◎ 防災訓練や出前講座等を実施した。

奥州市 目標 ◎ ◎ 出前講座の実施、自主防災組織への訓練啓発

奥州市 実績 ◎ 出前講座の実施、自主防災組織への訓練啓発

滝沢市 目標 ○ 出前講座などによる知識普及活動を実施 ○ 出前講座などによる知識普及活動を実施

滝沢市 実績 ○ 出前講座などによる知識普及活動を実施した

雫石町 目標 ◎
自主防災組織等に対し出前講座を行い知識の普及活動
を実施 ○

自主防災組織等に対し出前講座を行い知識の普及活動
を行う

雫石町 実績 ◎
自主防災組織等に対し出前講座を行い知識の普及活動
を実施した。

岩手町 目標 ◎ 防災訓練や出前講座などを通じて，随時実施する。 ◎ 防災訓練や出前講座などを通じて，随時実施する。

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 訓練支援及び出前講座を実施する

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎
各地区等を対象に防災マップの更新に係る説明会の実
施 ◎

各地区等を対象に防災マップの更新に係る住民説明会
の実施

矢巾町 実績 ◎
各地区防災士を対象に防災マップの更新に係る説明会
を実施

西和賀町 目標 ○ 説明会、出前講座の実施 ○ 説明会、出前講座の実施

西和賀町 実績 ◎ 説明会、出前講座の実施

金ケ崎町 目標 ◎
自主防災組織を対象とした研修会や出前講座を実施す
る ◎

自主防災組織などと連携し実施する

金ケ崎町 実績 ◎ 出前講座を実施した

平泉町 目標 ◎ 説明会等の実施 ◎ 説明会等の実施

平泉町 実績 ― 実施検討

随時

㉓水害リスク（ハザードマッ
プ）や防災に関する知識の普
及

自主防災組織や地域住民
へハザートマップ説明会、出
前講座、水防訓練等の実施
などによる知識普及活動を
実施。

・出前講座、水防訓練等を通じ水害リスクや防災知識
の普及活動を継続

随時

・浸水想定の説明会等において、水害リスクについて
の説明を行う。

令和３年度まで

令和３年度まで

令和３年度まで

・出前講座、訓練への参画等を実施

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・自主防災組織や地域住民へ出前講座等の実施など
による知識普及活動

随時

・防災訓練や出前講座などを実施

・自主防災組織や自治会等地域防災の中心となる団
体への出前講座により、ハザードマップの活用につい
て周知を図る。

・出前講座などによる知識普及活動を実施

出前講座及び防災訓練などによる知識の普及を実施

・防災訓練や出前講座などを通じて，随時する。

・自主防災組織の訓練や出前講座などで防災意識の
向上を継続的に行う

・各地区を対象として出前講座を実施（年間３地区を対
象）

・防災訓練や出前講座などを通じて，随時実施。

随時

随時

随時

・説明会、出前講座の実施

・自主防災組織や地域住民へ出前講座等の実施など
による知識普及活動

・説明会等実施

・設置、掲示済み

・配布掲示済

・防災マップの配布

・出前講座、訓練、への参画や気象防災ワークショップ
の実施

・自主防災組織研修会や出前講座等で、ハザードマッ
プの説明や関連情報を提供する。

・随時実施

・自主防災組織や地域住民へ、消防・防災セミナーや
水防訓練等の実施などによる知識普及活動を実施
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
出前講座、訓練等を通じ、施設の機能や効果を分かりや
すく住民へ伝え知識の普及を図る

◎
出前講座、訓練等を通じ、施設の機能や効果を分かりや
すく住民へ伝え知識の普及を図る

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ 出前講座にて情報提供を実施

  東北地整（ダム統） 目標 ◎
出前講座、訓練等を通じ、施設の機能や効果を分かりや
すく住民へ伝え知識の普及を図る ◎

出前講座、訓練等を通じ、施設の機能や効果を分かりや
すく住民へ伝え知識の普及を図る

  東北地整（ダム統） 実績 ◎
出前講座、訓練等を通じ、施設の機能や効果を分かりや
すく住民へ伝え知識の普及を実施

岩手県 目標 ◎
効果や機能、ダム操作について、ホームページ等で情報
発信する。 ◎

効果や機能、ダム操作について、ホームページ等で情報
発信する。

岩手県 実績 ◎
効果や機能、ダム操作について、ホームページ等で情報
発信。

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
教育関係者と連携した河川防災教育の実施に向けて河
川情報提供等の支援を実施 ◎

教育関係者と連携した河川防災教育の実施に向けて河
川情報提供等の支援を実施

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎
依頼のあった学校で出前講座を実施した（仁王小学校、
石鳥谷中学校、矢巾中学校）

気象台 目標 ◎
地域住民向けに大雨ワークショップ、を実施する。

◎
地域住民向けに大雨ワークショップ、を実施する

気象台 実績 ◎
学校と教育関係者に出前講座や大雨ワークショップを実
施した

岩手県 目標 ◎ 国と連携した取組の推進及び出前講座等の実施 ◎ 国と連携した取組の推進及び出前講座等の実施

岩手県 実績 ◎
盛岡地方気象台と連携した気象防災ワークショップの実
施による市町村職員の災害対応力の向上を図った。

盛岡市 目標 ◎ 出前講座の実施 ◎ 出前講座の実施

盛岡市 実績 ◎ 出前講座の実施した。

花巻市 目標 ◎ 学校への出前講座の実施 ◎ 学校への出前講座の実施

花巻市 実績 ◎ 学校への出前講座の実施

北上市 目標 ◎
市内の教育施設において、防災に関する出前講座を実
施する。 ◎

小中学生に対して防災に関する出前講座を実施する。

北上市 実績 ◎ 小学生を対象に、出前講座を実施した。

遠野市 目標 ◎ 防災教室を実施 ◎ 防災教室を実施

遠野市 実績 ◎ 依頼のあった学校の防災教室等を実施した

一関市 目標 ◎ 学校への出前講座の実施 ◎ 学校への出前講座の実施

一関市 実績 ◎ 消防・防災セミナーで実施

八幡平市 目標 ◎ 出前講座の実施 ◎ 出前講座の実施

八幡平市 実績 ◎
出前講座を実施した。

奥州市 目標 ◎ ◎ 小・中学校における防災教育（出前講座）の実施

奥州市 実績 ◎ 小・中学校における防災教育（出前講座）の実施

滝沢市 目標 ― 防災・河川環境教育の実施 ― 防災・河川環境教育の実施

滝沢市 実績 ―

雫石町 目標 ◎ 学校の防災教育の場を活用して実施 ○ 学校の防災教育の場などをを活用して実施する。

雫石町 実績

岩手町 目標 ◎ 学校への出前講座の実施 ◎ 学校への出前講座の実施

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 学校と連携し、防災講話等を実施する

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎ 関係課等と連携し、学校等における防災教育を実施 ◎ 関係課等と連携し、学校等における防災教育を実施

矢巾町 実績 ◎ 関係課等と連携し、学校等における防災教育を実施

西和賀町 目標 ○ 関係部局との連携 ○ 関係部局との連携

西和賀町 実績 ◎ 研修会等への参加

金ケ崎町 目標 ○ 継続実施 ◎ 継続実施

金ケ崎町 実績 ○ 実施

平泉町 目標 ◎ 出前事業の実施検討 ◎ 出前事業の実施検討

平泉町 実績 ― 実施検討

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎ 伝承碑登録に向けた支援を実施 ◎ 伝承碑登録に向けた支援を実施

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ 関係機関へ登録に関する情報提供を実施

盛岡市 目標 ◎ 対象の伝承碑については登録済み（１箇所） ◎ 対象の伝承碑については登録済み（１箇所）

盛岡市 実績 ／ ／

花巻市 目標 ／ ／

花巻市 実績 ／ ／

北上市 目標 ／ ／

北上市 実績 ／ ／

・伝承碑登録に関する支援を実施
・防災教育等の支援

・自然災害伝承碑情報の登録
・防災教育等における活用

随時

随時

随時

随時

・関係部署と連携し、学校における防災教育を実施（年
間３施設を対象）

㉔ダムや堤防など防災施設
に関する知識の普及

・ダムや堤防等の施設につ
いて、整備段階や完成後も
定期的にその効果や機能等
について住民等への周知

㉕教育関係者と連携した防災
に関する知識習得の強化

・教育関係者と連携した防
災・河川環境教育の実施
・国と学校関係者が協力し
作成した指導計画を、全市
町内の全ての学校に共有。

㉖自然災害伝承碑登録及び
活用の推進

・自然災害の教訓を地域の
方々に伝え、的確な防災行
動に繋げるため、国土地理
院のＷＥＢサイトに登録する
と共に、防災教育等で活用
を図る

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

随時

随時

随時

・国と連携した取組の推進及び出前講座等の実施

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

・出前講座、訓練等を通じ、施設の機能や効果を分か
りやすく住民へ伝え知識の普及を図る

・出前講座、訓練への参画等を実施

令和７年度まで

・出前講座、大雨ワークショップの実施

・学校への出前講座を行う。

・市内各学校への防災学習の実施

・市内各学校への防災学習の実施

・出前講座の実施

・関係部局との連携

・継続実施

・関係部局との連携

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

随時

随時

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

・学校を対象とした出前講座を実施していく。

・防災・河川環境教育の実施

・学校の防災教育の場を活用し実施

・小学4年生の副読本作成に資料提供
・学校への出前講座の実施

・令和2年度は2箇所で実施。継続的に行う。

・効果や機能、ダム操作について、ホームページ等で
情報発信する。

・教育関係者と連携した河川防災教育の実施に向けて
河川情報提供等の支援を実施

・市内全学校と共有する。

・学校への出前講座の実施
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

遠野市 目標 ◎ 対象の伝承碑については登録済み（１箇所） ◎ 対象の伝承碑については登録済み（１箇所）

遠野市 実績 ／ ／

一関市 目標 ◎ 対象の伝承碑については登録済み（５箇所） ◎ 対象の伝承碑については登録済み（５箇所）

一関市 実績 ／ ／

八幡平市 目標 ／ ／

八幡平市 実績 ／ ／

奥州市 目標 ◎ 伝承碑１箇所について登録済み ◎ 伝承碑の登録について検討（７箇所）

奥州市 実績 ○ ７箇所の伝承碑について登録を検討

滝沢市 目標 ／ ／

滝沢市 実績 ／ ／

雫石町 目標 ／ ／

雫石町 実績 ／ ／

岩手町 目標 ／ ／

岩手町 実績 ／ ／

紫波町 目標 ／ ／

紫波町 実績 ／ ／

矢巾町 目標 ／ ／

矢巾町 実績 ／ ／

西和賀町 目標 ／ ／

西和賀町 実績 ／ ／

金ケ崎町 目標 ／ ／

金ケ崎町 実績 ／ ／

平泉町 目標 ◎ 伝承碑の登録について検討 ◎ 伝承碑の登録について検討（１箇所）

平泉町 実績 ○ 伝承碑の登録について検討

Ⅲ．人命と財産を守る水防活動及び排水活動の取組

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
合同巡視等により重要水防箇所や水防資材等について
伝達・共有 ◎

合同巡視等により重要水防箇所や水防資材等について
伝達・共有

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ 水防活動関係者と重要水防箇所合同巡視を実施

気象台 目標 ◎ 随時訓練に協力する ◎ 随時訓練に協力する

気象台 実績 ― 実施事項無

岩手県 目標 ◎
水防計画書及び重要水防箇所図の見直しを検討し、わ
かりやすい情報発信に努める。 ◎

水防計画書及び重要水防箇所図の見直しを検討し、わ
かりやすい情報発信に努める。

岩手県 実績 ◎ 水防計画書及び重要水防箇所図の見直しを実施。

盛岡市 目標 ◎
国主催の重要水防箇所合同巡視に水防団も参加し、関
係機関との情報共有を図る。 ◎

国主催の重要水防箇所合同巡視に水防団も参加し、関係機関との情報共有を図る。

盛岡市 実績 ◎ 実施した。

花巻市 目標 ◎

・重要水防箇所や水防資機材等について河川管理者と
水防活動関係者との共同点検を実施。
・関係機関が有する水防資機材の情報共有

○

・重要水防箇所や水防資機材等について河川管理者と
水防活動関係者との共同点検を実施。
・関係機関が有する水防資機材の情報共有

花巻市 実績 ◎

・重要水防箇所や水防資機材等について河川管理者と
水防活動関係者との共同点検を実施。
・関係機関が有する水防資機材の情報共有

北上市 目標 ◎
国、県、市町村、警察、消防団による重要水防箇所巡視
に参加する。 ◎

国、県、市町村、警察、消防団による重要水防箇所巡視
に参加する。

北上市 実績 ◎ R４年６月に重要水防箇所巡視に参加した。

遠野市 目標 ◎ 市総合防災訓練及び資機材点検実施 ◎ 市総合防災訓練及び資機材点検等を実施

遠野市 実績 ◎ 市総合防災訓練及び資機材点検を実施した。

一関市 目標 ◎ 継続実施 ◎ 継続実施

一関市 実績 ◎ 実施済み

八幡平市 目標 ◎ 水防（消防）団との情報共有 ◎ 水防（消防）団との情報共有

八幡平市 実績 ◎
水防（消防）団と情報共有を行った。防災訓練において水
防技術の向上を図った。

奥州市 目標 ◎ ◎ 重要水防箇所の水防団との情報共有

奥州市 実績 ◎ 重要水防箇所の水防団との情報共有

滝沢市 目標 ○
水防訓練などでの水防技術・知識の習得活動を実施

○
水防訓練などでの水防技術・知識の習得活動を実施

滝沢市 実績 ○
水防訓練などでの水防技術・知識の習得活動を実施した

雫石町 目標 ◎
水防訓練等で水防技術・知識の取得活動を実施

○
北上川上流総合水防演習等で水防技術・知識の取得を
行う。

雫石町 実績 ◎
消防団等との情報共有を図った。

・自然災害伝承碑情報の登録
・防災教育等における活用

・自然災害伝承碑情報の登録
・防災教育等における活用

・自然災害伝承碑情報の登録
・防災教育等における活用

・自然災害伝承碑情報の登録
・防災教育等における活用

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

㉗水防団や地域住民への、
洪水に対するリスクが高い箇
所（重要水防箇所など）の確
実な伝達

・重要水防箇所や水防資機
材等について河川管理者と
水防活動関係者との共同点
検を実施など。
・水防訓練などでの水防技
術・知識の習得活動を実
施。
・関係機関が有する水防資
機材の情報共有など

・年１回，国主催の重要水防箇所合同巡視に水防団も
参加し，関係機関との情報共有を図る。

随時

随時

随時

随時

随時

・水防訓練等へ協力

・重要水防箇所や水防資機材等について河川管理者
と水防活動関係者との共同点検を実施。
・関係機関が有する水防資機材の情報共有

随時

毎年実施

随時

随時

随時

随時

随時

・毎年１回の水防訓練、重要水防箇所の巡視を行う。

・毎年実施

・重要水防箇所や水防資機材等について河川管理者
と水防活動関係者との共同点検を実施

・水防団との情報共有

・毎年、重要水防箇所や水防資機材等について河川管
理者と水防活動関係者との共同点検を行う。

・水防訓練などでの水防技術・知識の習得活動を実施

水防訓練等で水防技術・知識の取得活動を実施

・毎年実施される合同巡視等により重要水防箇所や水
防資材等について伝達・共有を図る｡

・水防計画書及び重要水防箇所図の見直しを検討し、
わかりやすい情報発信に努める。
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

岩手町 目標 ◎ 水防訓練などでの水防技術・知識の習得活動を実施 ◎ 水防訓練などでの水防技術・知識の習得活動を実施

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 随時点検を実施する

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎
出水期前の水防に関する会議等及び適時の情報共有、
連絡により、連携体制の強化を実施 ◎ 出水期前の水防に関する会議等及び適時の情報共有、

連絡により、連携体制を強化

矢巾町 実績 ◎
出水期前の水防に関する会議等及び適時の情報共有、
連絡により、連携体制を強化

西和賀町 目標 ○ 情報共有 ○ 水防訓練の実施、参加

西和賀町 実績 ◎ 水防訓練の実施、参加

金ケ崎町 目標 ○ 国主催の重要水防個所合同巡視に参加 ◎ 水防（消防）団との情報共有

金ケ崎町 実績 ○ 合同巡視に参加した

平泉町 目標 ◎ 重要水防箇所の合同巡視、水防訓練の実施 ◎ 需要水防箇所の合同巡視、水防訓練の実施

平泉町 実績 ○ 巡視実施。水防訓練未実施

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

盛岡市 目標 ◎
国、県、盛岡地区広域市町合同での水防訓練を年１回
実施する。 ◎

国、県、盛岡地区広域市町合同での水防訓練を年１回実
施する。

盛岡市 実績 ◎ 水防訓練を実施した。

花巻市 目標 ◎
水防団等の募集・水防協力団体の指定促進、地域の事
業者による水防実施体制や広域活動の検討・構築など ○

水防（消防）団員の募集

花巻市 実績 ◎

水防団等の募集・水防協力団体の指定促進、地域の事
業者による水防実施体制や広域活動の検討・構築など

北上市 目標 ◎
市広報で特集記事を掲載し団員募集を行う。

◎
消防団応援の店事業、準中型免許取得事業などを引き
続き実施しながら、団員募集を行う。

北上市 実績 ◎
市広報で特集記事を掲載し団員募集を行った。

遠野市 目標 ◎ 水防団随時募集 ◎ 水防（消防）団員の募集等

遠野市 実績 ◎ 水防（消防）団員の募集を行った

一関市 目標 ◎ 随時実施 ◎ 継続実施

一関市 実績 ◎ 継続して水防（消防）団員の募集を行っている

八幡平市 目標 ◎ 水防（消防）団員の募集等 ◎ 水防（消防）団員の募集等

八幡平市 実績 ◎ 市広報等で水防（消防）団員の募集等を行った。

奥州市 目標 ◎ ◎ 消防(水防)団協力事業所、応援の店等の募集・ＰＲ。

奥州市 実績 ◎
消防(水防)団協力事業所等を周知。消防(水防)団活動へ
の理解と協力を呼びかけた。

滝沢市 目標 ○ 水防団等の募集等 ○ 水防団等の実施等

滝沢市 実績 ○ 水防団等の募集等をした

雫石町 目標 ◎
水防団員及びＯＢからの声掛け、募集により水防団の
勧誘を継続して実施 ◎ 継続して、水防団員（消防団）への勧誘を行う。

雫石町 実績 ◎
継続して水防団員（消防団）及びＯＢ等からの声掛け、募
集により勧誘を実施

岩手町 目標 ◎
水防団（消防団）確保のため、協力事業所の認定や消防
団応援の店事業を展開していく。 ◎

水防団（消防団）確保のため、協力事業所の認定や消防
団応援の店事業を展開していく。

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 継続実施 ◎ 継続実施

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎
出水期前の水防に関する会議等及び適時の情報共有、
連絡により、連携体制の強化を実施 ◎

出水期前の水防に関する会議等及び適時の情報共有、
連絡により、連携体制を強化

矢巾町 実績 ◎
出水期前の水防に関する会議等及び適時の情報共有、
連絡により、連携体制を強化

西和賀町 目標 ○ 水防団との情報共有、連絡、連携体制を強化 ○ 水防団との情報共有、連絡、連携体制を強化

西和賀町 実績 ◎ 水防団との情報共有、連絡、連携体制を強化

金ケ崎町 目標 ○ 継続実施 ◎ 水防（消防）団員の募集

金ケ崎町 実績 ◎ 実施

平泉町 目標 ◎ 団員の募集と情報共有 ◎ 団員の募集と情報共有

平泉町 実績 ◎ 実施済み

・水防団との情報共有、連絡、連携体制を強化（年３回
を基準に会議を実施）

・情報共有

・水防団との情報共有、連絡、連携体制を強化（年３回
を基準に会議を実施）

・国，県，盛岡地区広域市町合同での水防訓練を年１
回実施する。

・水防団等の募集・水防協力団体の指定促進、地域の
事業者による水防実施体制や広域活動の検討・構築
など

㉘水防体制の確保、強化を
図る継続的な取組

水防団等の募集・水防協力
団体の指定促進、地域の事
業者による水防実施体制や
広域活動の検討・構築など

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・水防訓練などでの水防技術・知識の習得活動を実施

・重要水防箇所や水防資機材等について河川管理者
と水防活動関係者との共同点検継続的にを実施する

・年１回，国主催の重要水防箇所合同巡視に水防団も
参加し，関係機関との情報共有を図る。

・重要水防箇所合同巡視
・水防訓練の実施

・水防団等の募集等

・随時実施

・水防団等の募集

・水防団の募集等

・水防団（消防団）確保のため、協力事業所の認定や
消防団応援の店事業を展開していく。

・水防団等の募集等

水防団等の募集による体制の維持強化

・水防団との情報共有、連絡、連携体制を強化

・消防団の拡大を図るため消防団協力事業所等の拡
大を継続的に実施していく

・水防団との情報共有、連絡、連携体制を強化

・継続実施

・団員募集と水防団との情報共有
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
水防訓練、洪水対応演習、排水訓練など関係機関と連
携し実施 ◎

水防訓練、洪水対応演習、排水訓練など関係機関と連
携し実施

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ 洪水対応演習を実施

  東北地整（ダム統） 目標 ◎ 洪水対応演習、警報訓練など関係機関と連携し実施 ◎ 洪水対応演習、警報訓練など関係機関と連携し実施

  東北地整（ダム統） 実績 ◎ 洪水対応演習、警報訓練など関係機関と連携し実施

気象台 目標 ◎
水防訓練、洪水対応演習など関係機関と連携し実施

◎
水防訓練、洪水対応演習など関係機関と連携し実施

気象台 実績 ◎ 洪水対応演習を実施した

岩手県 目標 ◎
洪水対応演習や北上川上流水防合同水防演習等につ
いて、関係機関と連携し訓練を実施する。 ◎

洪水対応演習等で関係機関と連携し訓練を実施する。

岩手県 実績 ◎
洪水対応演習や北上川上流水防合同水防演習で、関係
機関と連携し訓練を実施

盛岡市 目標 ◎

・国、県、盛岡地区広域市町合同での水防訓練を年１回
実施する。
・救助用ゴムボートの活用訓練等を年１回以上実施す
る。

◎

・国、県、盛岡地区広域市町合同での水防訓練を年１回
実施する。
・救助用ゴムボートの活用訓練等を年１回以上実施す
る。

盛岡市 実績 ◎
・水防訓練を実施した。
・救助用ゴムボート活用訓練を２回実施した。

花巻市 目標 ◎
関係機関が連動した水防訓練等の実施

○
北上川上流総合水防演習（一関市）への参加、救助用ゴ
ムボートを活用した訓練の実施

花巻市 実績 ◎ 関係機関が連動した水防訓練等の実施

北上市 目標 ◎
東北水防技術競技大会への参加及び北上川上流合同
水防演習を実施し、水防団の技術向上を図る。 ◎

北上川上流総合水防演習へ参加し、水防団の技術向上
を図る。

北上市 実績 ◎
東北水防技術競技大会への参加及び北上川上流合同
水防演習を実施し、水防団の技術向上を図った。

遠野市 目標 ◎ 訓練等随時実施 ◎ 訓練等随時実施

遠野市 実績 ― コロナ禍により訓練実施なし

一関市 目標 ― ◎
北上川上流総合水防演習へ参加し、水防技術の向上を
図る。

一関市 実績 ― 未実施

八幡平市 目標 ◎ 水防訓練の実施 ◎ 水防訓練の実施

八幡平市 実績 ◎ 水防訓練を実施した。

奥州市 目標 ◎ ◎ 北上川上流水防演習参加

奥州市 実績 ◎ 水難救助訓練の実施

滝沢市 目標 ○ 関係機関が連動した水防訓練の実施など ○ 関係機関が連動した水防訓練の実施など

滝沢市 実績 ○ 関係機関が連動した水防訓練を実施した

雫石町 目標 ◎
北上川上流盛岡合同水防訓練等へ参加する等、年1回
以上の訓練を実施 ○ 北上川上流総合水防演習への参加

雫石町 実績

岩手町 目標 ◎
盛岡広域で実施している水防訓練に参加する（昨年はコ
ロナで中止、本年も幹事が岩手町） ◎

北上川上流総合水防演習に参加

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 関係機関による訓練に参加する ◎ 関係機関による訓練に参加する

紫波町 実績 ◎ 岩手町で開催した訓練に参加

矢巾町 目標 ◎
水防に関する教育訓練に参加し、水防団の対処能力の
向上及び魅力化を図る。 ◎

水防に関する教育訓練に参加し、水防団の対処能力の
向上及び魅力化を図る。

矢巾町 実績 ◎
水防訓練に参加し、水防団の対処能力を向上

西和賀町 目標 ― ○ 水防訓練の実施、参加

西和賀町 実績 ◎ 水防訓練の実施、参加

金ケ崎町 目標 ○ コロナ禍で開催できる内容を検討する ◎ 水防訓練への参加

金ケ崎町 実績 ― 実施できなかった

平泉町 目標 ◎ 水防訓練の実施 ◎ 水防訓練の実施

平泉町 実績 ― コロナにより未実施

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
広域的、効率的な水防活動に向けて水防団間の連携体
制等を確認 ◎

広域的、効率的な水防活動に向けて水防団間の連携体
制等を確認

  東北地整（岩手河国） 実績 ―

岩手県 目標 ― ―

岩手県 実績 ◎ 出水期前に関係機関と対面で体制確認を実施。

盛岡市 目標 ◎

連絡体制は消防無線を使用することで確立。盛岡市だけ
でなく、国、県、盛岡地区広域市町合同での水防訓練実
施を年１回実施し、近隣市町との連携も図る。 ◎

連絡体制は消防無線を使用することで確立。盛岡市だけ
でなく、国、県、盛岡地区広域市町合同での水防訓練実
施を年１回実施し、近隣市町との連携も図る。

盛岡市 実績 ◎ 水防訓練を実施した。

・連絡体制は消防無線を使用することで確立。盛岡市
だけでなく，国，県，盛岡地区広域市町合同での水防
訓練実施を年１回実施し，近隣市町との連携も図る。

・国，県，盛岡地区広域市町合同での水防訓練を年１
回実施する。
・令和２年度配備した救助用ゴムボートの活用訓練等
を年１回以上実施したい。

・関係機関が連動した水防訓練等の実施

㉙水防訓練などの演習、訓練
の充実

関係機関が連動した水防訓
練、洪水対応演習、排水訓
練の実施など

㉚水防団間での連携、協力
の充実

・水防団等への連絡体制、
情報伝達方法の確認、見直
し
・広域的、効率的な水防活
動ができるよう、協力内容の
検討・調整など

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・広域的、効率的な水防活動に向けて水防団間の連携
体制等を確認

随時

随時

随時

随時

随時

適時実施

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・洪水対応演習への参加（指定河川洪水予報発表訓
練）

・R3年度は、岩手県総合防災訓練において水防訓練を
実施予定としているほか、R5年度は北上川上流洪水
水防演習が市内で開催予定となっている。

・随時実施

・関係機関が連動した水防訓練等の実施

・水防訓練の実施

・関係機関が連動した水防訓練の実施など

・北上川上流盛岡合同水防訓練等へ参加する等、年1
回以上の訓練を実施

・盛岡広域で実施している水防訓練に参加する

・盛岡広域で実施している水防訓練に参加する

・毎年、実働訓練を行う。

・演習や訓練の実施

・広域的、効率的な水防活動に向けて水防団間の連携
体制等を確認

・水防団との情報共有、連絡、連携体制を強化（年３回
を基準に会議を実施）

・今後検討する

・関係機関が連動した水防訓練の実施

・水防訓練の実施

・水防訓練、洪水対応演習、排水訓練など関係機関と
連携し訓練を定期的に実施

・洪水対応演習や北上川上流水防合同水防演習等に
ついて、関係機関と連携し訓練を実施するとともに支
援を実施する。

- 17 -



北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

花巻市 目標 ◎

・水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直し
・広域的、効率的な水防活動ができるよう、協力内容の
検討・調整 ○

・水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認
・広域的、効率的な水防活動ができるよう、協力内容の
検討・調整

花巻市 実績 ◎

・水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直し
・広域的、効率的な水防活動ができるよう、協力内容の
検討・調整

北上市 目標 ― ―

北上市 実績 ―

遠野市 目標 ◎ 情報伝達方法の確認 ◎ 情報伝達方法の確認

遠野市 実績 ◎ 情報伝達方法の確認を行った。

一関市 目標 ◎ 随時必要な見直しを実施 ◎ 随時必要な見直しを実施

一関市 実績 ◎ 連絡体制の確認を実施

八幡平市 目標 ○ 随時確認、見直し ◎ 随時確認、見直し

八幡平市 実績 ○ 随時確認、見直し

奥州市 目標 ◎ ◎ 水防団無線通話試験等の実施

奥州市 実績 ◎ 水防団無線通話試験等の実施

滝沢市 目標 ○
水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直し

○ 水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直し

滝沢市 実績 ○ 水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直し
をした

雫石町 目標 ◎
水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直し

◎
防災アプリの活用による連絡体制・情報伝達の確認の継
続

雫石町 実績 ◎ 防災アプリの活用による連絡体制・情報伝達の確認

岩手町 目標 ◎ 年に1回は連絡体制の確認を行う ◎ 年に1回は連絡体制の確認を行う

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 年度当初に連絡体制を確認する ◎ 年度当初に連絡体制を確認する

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎
出水期前の水防に関する会議等及び適時の情報共有、
連絡により、連携体制の強化を実施 ◎

出水期前の水防に関する会議等及び適時の情報共有、
連絡により、連携体制を強化

矢巾町 実績 ◎
出水期前の水防に関する会議等及び適時の情報共有、
連絡により、連携体制を強化

西和賀町 目標 ○
水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直し

◎
水防団の連絡体制を確認

西和賀町 実績 ◎
水防団の連絡体制を確認

金ケ崎町 目標 ○ 継続して検討していく ○ 水防（消防）団等への連絡体制の確認

金ケ崎町 実績 ○ 継続検討

平泉町 目標 ◎ 水防団との連絡体制等の確認 ◎ 水防団との連絡体制等の確認

平泉町 実績 ◎ 実施済み

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達体
制・方法の把握 ◎

浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達体
制・方法の把握

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ 県及び沿川市町のハザードマップ、水防計画を把握

岩手県 目標 ◎
市町村の状況を把握し、必要に応じて通知や講習会等を
実施する。 ◎

市町村の状況を把握し、必要に応じて通知や講習会等を
実施する。

岩手県 実績 ◎
要配慮者利用施設の管理者向け講習会を実施し、避難
確保計画の策定を促進した。

盛岡市 目標 ○
有効な情報伝達体制・方法を検討する。

○
有効な情報伝達体制・方法を検討する。

盛岡市 実績 ○ 有効な情報伝達体制・方法を検討中。

花巻市 目標 ○

・浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災
害拠点病院等の重要施設の把握
・把握した施設管理者との情報伝達体制・方法の構築 ○

・浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災
害拠点病院等の重要施設の把握
・把握した施設管理者との情報伝達体制・方法の構築

花巻市 実績 ○

・浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災
害拠点病院等の重要施設の把握
・把握した施設管理者との情報伝達体制・方法の構築

北上市 目標 ◎
配慮者利用施設等への防災ラジオ無償貸与を進める。

◎
浸水想定区域内の要配慮者利用施設を把握し、情報伝
達方法について検討する。

北上市 実績 ○
配慮者利用施設等への防災ラジオ無償貸与について検
討した。

遠野市 目標 ◎ 情報伝達方法及び連絡体制の確認 ◎ 情報伝達方法及び連絡体制の確認

遠野市 実績 ◎ 情報伝達方法及び連絡体制の確認を行った。

一関市 目標 ◎ 区域拡大に伴い、施設の把握及び更新 ◎ 区域拡大に伴い、施設の把握及び更新

一関市 実績 ◎ 見直しを実施済み

・災害情報連携システム更新（R03）し，情報発信機能
を拡充。併せて，有効な情報伝達手段を検討する。

・浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災
害拠点病院等の重要施設の把握
・把握した施設管理者との情報伝達体制・方法の構築

・水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直
し
・広域的、効率的な水防活動ができるよう、協力内容の
検討・調整

㉛浸水想定区域内にある重
要施設などへの情報伝達の
充実

・浸水想定区域内の防災拠
点、要配慮者利用施設、災
害拠点病院等の重要施設
の把握
・把握した施設管理者との情
報伝達体制・方法の構築な
ど

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・随時実施

・浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災
害拠点病院等の重要施設の把握

・水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直
し

・今後検討

・毎年、消防団(水防団)に対し、構築した連絡態勢の確
認を行う。

・水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直
し

・水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直
し

・水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直
し

年に1回は連絡体制の確認を行う

・水防団等への連絡体制、情報伝達方法の確認、見直
し

・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達
体制・方法の把握

・市町村の状況を把握し、必要に応じて通知や講習会
等を実施する。

・水防団との情報共有、連絡、連携体制を強化（年３回
を基準に会議を実施）

・今後検討

・随時実施

・今後検討

・水防団との連絡体制等の確認

・浸水想定区域内の要配慮者利用施設等に、防災ラジ
オを無償貸与することを検討する。
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

八幡平市 目標 ◎
浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災害
拠点病院等の重要施設の把握 ◎

浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災害
拠点病院等の重要施設の把握

八幡平市 実績 ◎
浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災害
拠点病院等の重要施設の把握

奥州市 目標 ◎ ◎ 対象施設リストの随時更新

奥州市 実績 ◎ 対象施設リストの随時更新

滝沢市 目標 ○ 浸水想定区域内の施設について把握 ○ 浸水想定区域内の施設について把握

滝沢市 実績 ○ 浸水想定区域内の施設について把握した

雫石町 目標 ／ ／

雫石町 実績 ／

岩手町 目標 ◎
関係機関、関係団体等との情報共有、連絡、連携体制を
強化(年１回を基準） ◎

関係機関、関係団体等との情報共有、連絡、連携体制を
強化(年１回を基準）

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 各施設との連絡体制を確認する ◎ 各施設との連絡体制を確認する

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎
年度当初に各施設等を直接訪問し、連絡先等を確認し
体制を強化する。 ◎ 年度当初に各施設等を直接訪問し、連絡先等を確認し

体制を強化する。

矢巾町 実績 ◎
年度当初に各施設等を直接訪問し、連絡先の更新やハ
ザードの認識等、連絡体制を強化

西和賀町 目標 ／ ／

西和賀町 実績 ／

金ケ崎町 目標 ／ 対象施設なし ／ 対象施設なし

金ケ崎町 実績 ／

平泉町 目標 ◎ 関係部署、当該施設との情報共有 ◎ 関係部署、当該施設との情報共有

平泉町 実績 ◎ 実施済み

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
被害軽減地区を把握した場合は指定状況等を把握し協
議会で共有 ◎

被害軽減地区を把握した場合は指定状況等を把握し協
議会で共有

  東北地整（岩手河国） 実績 ― 修正情報無し

岩手県 目標 ◎ 7河川（うち、北上川水系1河川） ◎ 70河川（うち、北上川水系53河川）

岩手県 実績 ◎ 7河川（うち、北上川水系1河川）

盛岡市 目標 ○ 必要に応じて、指定を検討する。 ○ 必要に応じて、指定を検討する。

盛岡市 実績 未実施

花巻市 目標 ○ 対象区域について情報収集 ○ 対象区域について情報収集

花巻市 実績 ○ 対象区域について情報収集

北上市 目標 ― ―

北上市 実績 ―

遠野市 目標 ／ ／

遠野市 実績 ／

一関市 目標 ／ ／

一関市 実績 ／

八幡平市 目標 ― ／

八幡平市 実績 ―

奥州市 目標 ― ―

奥州市 実績 ―

滝沢市 目標 ― 被害軽減地区の把握 ― 被害軽減地区の把握

滝沢市 実績 ― 被害軽減地区の把握した

雫石町 目標 ○ 被害軽減地区の確認 ― 被害軽減地区の確認

雫石町 実績 ― 未定

岩手町 目標 ― 未定 ― 未定

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 被害軽減区域を把握する ◎ 被害軽減区域を把握する

紫波町 実績

矢巾町 目標 ○ 被害軽減地区となり得る候補地の検討を継続実施 ○ 被害軽減地区となり得る候補地の検討を継続実施

矢巾町 実績 ○ 被害軽減地区となり得る候補地の検討を継続実施

西和賀町 目標 ― ―

西和賀町 実績 ―

金ケ崎町 目標 ― 検討を行う ― 情報収集を行う中で必要であれば検討する

金ケ崎町 実績 ―

㉜浸水被害軽減地区の指定 （国県）：市町へ氾濫シミュ
レーション結果や地形情報
等を提供
（市町）：被害軽減地区の把
握　被害軽減地区と成り得
る場所を把握した場合は指
定に向けた手続き開始

・被害軽減地区と成り得る場所を把握した場合は指定
に向けた手続き開始

・今後検討

・浸水被害軽減地区についての検討を行う。

・被害軽減地区の把握

・軽減地区の確認

・被害軽減地区の把握の候補の検討

・今後検討

・被害軽減地区の検討を実施
（年１回を基準）

令和７年度まで

・今後検討

・市町へ氾濫シミュレーション結果や地形情報等を提
供
・被害軽減地区を把握した場合は指定状況等を把握し
協議会で共有

随時

随時

―

―

随時

随時

随時

―

―

随時

令和７年度まで

令和３年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

・該当施設への情報伝達方法の確認と、有効な伝達手
段を検討

・対象となる施設の把握を行うとともに、災害発生時の
情報伝達手段であるメールについて、施設管理者のア
ドレスを確認する。

・現時点では、対象施設なし

浸水想定区域内に要配慮者施設等なし。

・必要に応じて，指定を行う。

・被害軽減地区と成り得る場所を把握した場合は指定
に向けた手続き開始

・都市整備部と調整し、まちづくりと一体となった被害軽
減地区を検討する。

・現時点で対象施設なし

・関係部署、該当施設との情報共有

・関係機関、関係団体等との情報共有、連絡、連携体
制を強化(年１回を基準）

・県：44河川（うち、北上川水系19河川）

・浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災
害拠点病院等の重要施設の把握
・把握した施設管理者との情報伝達体制・方法の構築

・浸水想定区域内の防災拠点、要配慮者利用施設、災
害拠点病院等の重要施設を把握済み。

・現時点で対象施設なし

- 19 -



北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

平泉町 目標 ◎ 被害軽減地区の把握 ◎ 被害軽減地区の把握

平泉町 実績 ○ 継続実施

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎
配備されている水防資機材の確認と補充を実施。

◎

配備されている水防資機材の確認と補充を実施。

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎
確認を実施

岩手県 目標 ○ 水防資機材等の配備・強化の必要性を検討する。 ◎ 水防資機材等配備の過不足を確認する。

岩手県 実績 ◎ 水防資機材等配備の過不足を確認。

盛岡市 目標 ◎
資材の確認、補充を行う。

◎
資材の確認、補充を行う。

盛岡市 実績 ◎ 確認、補充を行った。

花巻市 目標 ◎
水防活動を支援するための水防資機材等の配備・強
化、河川防災ステーションの活用方策検討 ○

水防活動を支援するための水防資機材等の配備・強化、
河川防災ステーションの活用方策検討

花巻市 実績 ◎
水防活動を支援するための水防資機材等の配備・強
化、河川防災ステーションの活用方策検討

北上市 目標 ◎ 資機材点検を実施する。 ◎ 資機材点検を実施する。

北上市 実績 ◎ R４年９月に資機材点検を実施した。

遠野市 目標 ◎ 資機材点検実施 ◎ 水防倉庫の水防資機材を確認

遠野市 実績 ◎ 水防倉庫の資機材を確認した。

一関市 目標 ◎ 随時必要な資機材の整備促進及び点検の実施 ◎ 随時必要な資機材の整備促進及び点検の実施

一関市 実績 ◎ 点検等を実施

八幡平市 目標 ◎ 水防倉庫に保管している水防資機材の確認，補充 ◎ 水防倉庫に保管している水防資機材の確認，補充

八幡平市 実績 ◎ 水防倉庫に保管している水防資機材の確認，補充

奥州市 目標 ◎ ◎ 水防倉庫設備点検の実施

奥州市 実績 ◎ 水防倉庫設備点検の実施

滝沢市 目標 ○ 河川防災ステーションの活用方策検討 ○ 河川防災ステーションの活用方策検討

滝沢市 実績 ―

雫石町 目標 ◎ 水防倉庫の水防資機材の配備・補充 ◎ 水防倉庫の水防資機材の配備・補充

雫石町 実績 ◎ 水防倉庫の水防資機材の点検を実施

岩手町 目標 ◎ 配備されている水防資機材の確認と補充を実施。 ◎ 配備されている水防資機材の確認と補充を実施。

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎ 継続的に補充を行う ◎ 継続的に補充を行う

紫波町 実績

矢巾町 目標 ◎ 水防関係資機材等の点検・確認を実施 ◎ 水防関係資機材等の点検・確認を実施

矢巾町 実績 ◎ 水防関係資機材等の点検・確認を実施

西和賀町 目標 ― ―

西和賀町 実績 ―

金ケ崎町 目標 ○
配備されている水防資機材を確認し必要であれば更新
を検討 ○

配備されている水防資機材を確認し必要であれば更新を検討

金ケ崎町 実績 ○ 確認を実施

平泉町 目標 ◎ 水防資機材の点検、補充 ◎ 水防資機材の点検、補充

平泉町 実績 ◎ 実施済み

・水防関係資機材等の点検・確認を実施し実効性を向
上（年１回を基準）

・水防資機材等の配備・強化の必要性を検討する。

・水防倉庫に保管している水防資機材の確認，補充を
実施する。

・水防活動を支援するための水防資機材等の配備・強
化、河川防災ステーションの活用方策検討

随時

随時

㉝水防資機材等の確認・補
充・強化を実施、河川防災ス
テーションの活用

・水防活動を支援するため
の水防資機材等の配備・強
化
・河川防災ステーションの活
用方策検討

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

・毎年、配備されている水防資機材の確認と補充を実
施。
・河川防災ステーションの活用方策について検討・調整
を行う。

随時（岩手河国）

随時

随時

随時

令和７年度まで

・消防団資機材点検と合わせて、水防資機材等の確認
を行う。

・随時実施

・水防活動を支援するための水防資機材等の配備・強
化

・水防倉庫に保管している水防資機材の確認，補充

・水防資機材の確認と補充を行う。

・河川防災ステーションの活用方策検討

水防倉庫の水防資機材の配備・強化

・水防活動を支援するための水防資機材等の配備・強
化

・水防資機材の補充を継続的に行う

・継続実施

・水防資機材の点検、補充
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北上川上流取組状況のフォローアップ（詳細版）

取組項目 取組内容 取組の目標（内容） 目標時期（期間）
実施状
況

R4 R4取組内容 R5 取組内容関係機関

資料-3-2

備　　考

◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外 ◎：実施、○：検討･計画、―：未定、／：対象外

  東北地整（岩手河国） 目標 ◎ 該当施設の情報や対策状況を共有
◎

該当施設の情報や対策状況を共有

  東北地整（岩手河国） 実績 ◎ ハザードマップ、水防計画にて確認

岩手県 目標 ◎
市町村の状況を把握し、必要に応じて支援を行う。

◎
市町村の状況を把握し、必要に応じて支援を行う。

岩手県 実績 ◎
拠点施設の浸水対策検討のためのデータ提供を実施。

盛岡市 目標 ― ―

盛岡市 実績 ―

花巻市 目標 ○

・浸水想定区域内の防災拠点、排水機場、災害拠点病
院等の施設の把握
・把握した施設の非常用電源・耐水化の確認及び対策の
検討

◎ 浸水想定区域内の防災拠点の非常用電源等の対策の実施

花巻市 実績 ○

・浸水想定区域内の防災拠点、排水機場、災害拠点病
院等の施設の把握
・把握した施設の非常用電源・耐水化の確認及び対策の
検討

北上市 目標 ― ―

北上市 実績 ―

遠野市 目標 ―
実施を計画

○
浸水想定区域内の防災拠点、排水機場、災害拠点病院
等の施設の把握

遠野市 実績 ― 未実施

一関市 目標 ◎ 区域拡大に伴い、施設の把握及び更新 ◎ 施設等の非常電源・耐水化の確認

一関市 実績 ◎ 施設等の把握を実施

八幡平市 目標 ○
浸水想定区域内の防災拠点等の把握と対策の検討

◎
浸水想定区域内の防災拠点等の把握と対策の検討

八幡平市 実績 ○
浸水想定区域内の防災拠点等の把握と対策の検討

奥州市 目標 ◎ ―

奥州市 実績 ― 未実施

滝沢市 目標 ○ 浸水想定区域内の施設について把握 ○ 浸水想定区域内の施設について把握

滝沢市 実績 ○ 浸水想定区域内の施設について把握した

雫石町 目標 ／ 対象施設無し。 ／ 対象施設無し。

雫石町 実績 ／

岩手町 目標 ／ 現時点では、対象施設なし ― 対象施設なし

岩手町 実績

紫波町 目標 ◎
非常用電源・耐水化を確認する

◎
非常用電源・耐水化を確認する

紫波町 実績

矢巾町 目標 ○ 対象施設の現況把握を実施し、対策の検討を継続 ○ 対象施設の現況把握を実施し、対策の検討を継続

矢巾町 実績

西和賀町 目標 ○ 対象施設等の把握と対応検討 ○ 対象施設等の把握と対応検討

西和賀町 実績 ―

金ケ崎町 目標 ／ 対象施設なし ／ 対象施設なし

金ケ崎町 実績 ／

平泉町 目標 ○ 対象施設等の把握と対応検討 ○ 対象施設等の把握と対応検討

平泉町 実績 ○ 対象施設等の把握と対応検討

 鉄道関係（東北運輸局） 目標 ◎
被害鉄道施設の早期復旧に向けた他事業との連携推進
を図る。

 鉄道関係（東北運輸局） 実績

・対象施設の現況把握を実施
・対象施設の対策を検討

・浸水想定区域内の市庁舎や災害拠点病院等におい
て、大規模氾濫時を想定した機能確保の検討を進め
る。

・浸水想定区域内の防災拠点、排水機場、災害拠点病
院等の施設の把握
・把握した施設の非常用電源・耐水化の確認及び対策
の検討

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

・浸水想定区域内の防災拠点、排水機場、災害拠点病
院等の施設の情報や対策状況を共有

㉞浸水想定区域における防
災拠点や排水機場、災害拠
点病院等の機能性確保、耐
水化

・浸水想定区域内の防災拠
点、排水機場、災害拠点病
院等の施設の把握
・把握した施設の非常用電
源・耐水化の確認及び対策
の実施

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

―

―

―

令和７年度まで

令和７年度まで

令和７年度まで

―

令和７年度まで

随時

・浸水想定区域内の防災拠点、排水機場、災害拠点病
院等の施設を把握するとともに非常用電源や耐水化
の必要性を確認をする。

・現時点では、対象施設なし

・対象施設無し。
・浸水想定地域見直しに伴い防災拠点、排水機場、災
害拠点病院等の施設の確認の実施

・現時点では、対象施設なし

・浸水想定区域内の防災拠点、排水機場、災害拠点病
院等の施設の把握済み
・把握した施設の非常用電源・耐水化の確認を今後実
施する。

・対象施設等の把握と対応検討

・現時点で対象施設なし

・対象施設等の把握と対応検討

・被災後の早期復旧に向けた連携

・浸水想定区域内の防災拠点等の把握と対策の検討
及び実施

・市町村の状況を把握し、必要に応じて支援を行う。

・浸水想定区域内の防災拠点等の把握も含めて、今後
に検討する。

・実施を検討

・浸水想定区域内の防災拠点、排水機場、災害拠点病
院等の施設の把握
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